
広報

今月の主な内容 Contents

南海トラフ巨大地震 津波浸水想定図

幡多広域南海地震対策連絡協議会 設立

健康・福祉地域推進事業 敷地地区が活動開始

特別寄稿 千年震災の津波対策

ふるさと応援団1000人
ふるさと納税1000万円 超える

市民表彰の候補者 募集します
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　小 京 都
　５月３日、第２１回土佐一條公家行列「藤祭り」

が行われました。

　一條神社が建立されてから１５０年になる今

年は、県外からの申込者も多く、過去最多の１９

０人が参加。色鮮やかで雅な衣装に身を包んだ行

列が、まちなかを練り歩きました。

　中村は小京都のシンボルであり、８月の市民大

学では「小京都とは何か」を考える講座を開くほ

か、11月の「いちじょこさん」には、全国の小京都

が一堂に集う全国京都会議を開催します。
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※6月の追加公表について
　5月10日の第1回県公表は、推計作業にかかる時間的制約もあって、内閣府が公表をしたデータで県下大半の市町村
に該当をするケースに基づいたものでした。四万十市は最大津波高26.7ｍですが、23.1ｍのケースでの推計公表と
なっていましたので、6月に県より上記予想図が追加公表されたものです。

※上記想定図のポイント
１．5月10日の公表（5.11高知新聞掲載）よりも津波の浸水域が拡大しています。前回よりも具同（渡川・中組など）、岩
田地区等において、浸水予想地域が拡大をしているほか、海岸部での津波高が高く（20m～25mの表示の赤色が濃
く）なっています。

２．四万十川本流は、河口から上流13キロ（入田柳林付近、国の直轄流域）までは、川として河床高・流量・流速が算定
に加味され、津波の河川遡上が推計されていますが、その上流域および、支流の中筋川、後川については、地面（川
でない）として見ています。

３．また、この推計は50ｍメッシュ（50ｍ四方の平均高度）で、「最終防潮施設等なし」の前提になっており、四万十川の
堤防や水門の機能はないものとして、推計をされています。今年秋には10ｍメッシュでの推計が県から公表され
る予定となっていますので、より正確なデータをお知らせすることができると考えています。

南海トラフ巨大地震
津波浸水想定図（四万十市最大ケース　津波高２６．７ｍ）
南海トラフ巨大地震
津波浸水想定図（四万十市最大ケース　津波高２６．７ｍ）

最新データ　6月 県追加公表
※5月10日公表（5月11日 高知新聞掲載）
　よりも浸水域が拡大
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右
の
浸
水
想
定
図
は
、
高
知
県
が
６
月
に
追
加
発

表
を
し
た
、最
新
デ
ー
タ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

地
図
の
下
欄
の
コ
メ
ン
ト
を
よ
く
読
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

コ
メ
ン
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
想
定
図
は
、

３
月
31
日
内
閣
府
が
発
表
を
し
た
デ
ー
タ（
本
市
最

大
津
波
高
26
・
７
ｍ
）
に
基
づ
き
、
県
が
独
自
に
推
計

を
し
た
も
の
で
す
が
、
デ
ー
タ
の
精
度
が
ま
だ
十
分

で
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
大
ま
か
な
目
安
と
し
て
、

考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
秋
に
は
、
さ
ら
に
精
度
の
高
い
デ
ー
タ
が

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
市
政
の
目
標
で
あ
る
「
い
の
ち
を
守
る
ー

安
心
・
安
全
な
四
万
十
市
を
め
ざ
し
て
」
に
基
づ
き
、

今
回
の
デ
ー
タ
も
考
慮
し
な
が
ら
、
今
年
度
も
津
波

避
難
計
画
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
考
え
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
地
震
津
波

対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係

　

☎（
３
５
）２
０
４
４

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
に
備
え
、
幡
多
広

域
内
の
６
市
町
村
で
組
織
す
る
「
幡
多
広
域
南
海
地

震
対
策
連
絡
協
議
会
」（
会
長
・
四
万
十
市
長
）を
５
月

28
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、国
、県
、消
防
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
加
え
、地
震
・
津
波
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、広
域
で
の
対
応
を
協
議
、検
討
す
る
場

と
し
て
県
下
で
は
初
め
て
組
織
さ
れ
、
幡
多
地
域
の

市
町
村
が
抱
え
る
課
題
等
を
広
域
的
視
点
で
解
決
し

て
い
く
も
の
で
す
。

　

本
協
議
会
の
設
立
に
あ
わ
せ
、
今
後
は
民
組
織
と

し
て「
幡
多
地
区
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会（
仮
称
）」

の
設
立
も
働
き
か
け
、
民
と
官
が
連
携
し
た
広
域
的

組
織
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
度
よ
り
津
波
避
難
計
画
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
実
効
性
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
、
津
波
被
害
が
予
測
さ
れ
る
地
区
を
対

象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
計
画
づ
く
り
の
共
同
作

業
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
竹
島
・
松
ノ
山
・
下
田
・
串
江
地
区
で
開

い
て
お
り
、区
長
や
自
主
防
災
会
、学
校
・
保
育
所
の

職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
消
防
団
員
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
き
、津
波
浸
水
予
測
区
域
を
踏
ま
え
て
、

避
難
場
所
の
高
さ
は
十
分
か
、
避
難
路
は
安
全
か
、

実
際
に
現
地
も
見
な
が
ら
問
題
点
は
な
い
か
、
津
波

避
難
の
課
題
を
洗
い
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
７
月
上
旬
ま
で
に
下
田
、
八
束
の
各
地
区
で

作
業
を
行
い
、
本
年
度
中
に
は
津
波
避
難
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

5月27日　松ノ山・下田・串江地区　約40人参加

幡多は一つ

左から杉村・土佐清水市長、杉本・三原村長、田中・四万十市長、
沖本・宿毛市長、岡田・大月副町長、大西・黒潮町長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（四万十市役所）

津
波
浸
水
想
定
図（
右
図
）

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

津
波
浸
水
想
定
図（
右
図
）

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

幡
多
広
域
南
海
地
震
対
策

連
絡
協
議
会
を
設
立

津
波
避
難
計
画
策
定
を
急
ぐ平
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中
村
地
域
区
長
会
と
西
土
佐
地
域
区
長
連
絡
協
議
会
で
取
り
ま
と
め
た

「
国
の
出
先
機
関
の
存
続
」「
四
国
横
断
自
動
車
道
の
早
期
完
成
」で
万
全
な
防

災
対
策
を
図
る
こ
と
へ
の
要
望
に
つ
い
て
、
中
村
地
域
１
４
，
１
４
５
名
、
西

土
佐
地
域
１
，９
８
５
名
の
合
計
１
６
，１
３
０
名
も
の
多
数
の
署
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
署
名
を
持
参
し
、
中
村
地
域
区
長
会
、
西
土
佐
地
域
区
長
連
絡
協
議

会
、四
万
十
市
お
よ
び
四
万
十
市
議
会
は
、４
月
12
日
に
国
土
交
通
省
四
国
地

方
整
備
局
へ
、５
月
１
日
に
高
知
県
知
事
へ
、５
月
７
日
、８
日
に
は
内
閣
府
、

国
土
交
通
省
、民
主
党
お
よ
び
高
知
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、要
望
を
行
い

ま
し
た
。

　

国
の
出
先
機
関
存
続
に
対
す
る
住
民
の
署
名
の
提
出
は
、
全
国
的
に
も
は

じ
め
て
の
こ
と
で
、出
先
機
関
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、自
治
体
と
の
協
議
や

地
域
の
意
見
を
重
ん
じ
、進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
確
認
し
、四
国
横
断
自
動

車
道（
８
の
字
ル
ー
ト
）に
つ
い
て
も
国
が
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
幡
多
市
町
村
圏
事
務
組
合
に
よ
る
、
国
土
交
通
省
の
出
先
機
関
存
続

の
要
望
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

■
中
村
、西
土
佐
地
域
区
長
会
長
の
コ
メ
ン
ト

　

区
長
会
の
取
り
組
み
に
１
６
，１
３
０
名
も
の
署
名
を
い
た
だ
き
、本
当
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
住
民
を
代
表
し
て
国
に
強
く
要
望
を
し
て
き
ま

し
た
。引
き
続
き
区
長
会
の
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
の
出
先
機
関
存
続
を
求
め
て

区
長
会
が
政
府
に
署
名
を
提
出

国
の
出
先
機
関
存
続
を
求
め
て

区
長
会
が
政
府
に
署
名
を
提
出

　

５
月
21
日
（
月
）
、
四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト
が
愛
媛
県
八
幡
浜
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
市
長
、
議
長
が
出
席
し
、
四
国
８
字
高
速
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
観
光
や
防
災
な
ど
で
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
、宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
四
国
西
南
地
域
が
共
通
す
る
重
要
な
行
政
課
題

に
連
携
し
て
取
り
組
も
う
と
す
る
も
の
で
、昨
年
、愛
媛
県
南
予
地
域
４

市
３
町
と
高
知
県
幡
多
地
域
の
３
市
２
町
１
村
に
組
織
を
拡
大
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
今
年
は
、さ
ら
に
愛
媛
県
内
子
町
が
加
入
し
、あ
わ
せ
て
14
市

町
村
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
締
結
も

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
中
市
長
が
、
宿
毛
・
八
幡

浜
両
フ
ェ
リ
ー
の
連
携
強
化
を
図

り
、
九
州
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
観

光
客
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み
を
提

案
し
、賛
同
を
得
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
愛
媛
大
学
防
災
情

報
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
矢
田
部
龍
一

教
授
と
、
消
防
長
と
し
て
東
日
本
大

震
災
で
指
揮
を
執
ら
れ
た
福
島
県
双

葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
の
秋
元
正
元
消
防
長
の
講
演
を
受

け
、意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト

　

道
路
整
備･

観
光
・
防
災
で
連
携

四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト

　

道
路
整
備･

観
光
・
防
災
で
連
携

【問い合わせ先】区長会事務局（本庁総務課）　　　　　☎（34）1804
（総合支所地域企画課）　☎（52）1111

国土交通省
吉田副大臣への要望

内閣府地域主権戦略室
望月次長への要望

民主党陳情要請対応本部
樽床本部長代行への要望
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地
域
集
落
再
生
事
業

口
屋
内
集
落
で
も
ス
タ
ー
ト
！

地
域
集
落
再
生
事
業

口
屋
内
集
落
で
も
ス
タ
ー
ト
！

刈った草を集めて運ぶのも大変！

口屋内を盛り上げていく方法は？

　

平
成
22
年
度
か
ら
西
土
佐
地
域
の
中
組
集

落
で
行
わ
れ
て
い
る
地
域
集
落
再
生
事
業
で

す
が
、
今
年
度
か
ら
口
屋
内
で
も
新
た
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
、そ
の
一
つ
と
し
て
、高

知
大
学
と
第
１
回
目
の
連
携
事
業
を
、
５
月

26
日（
土
）と
27
日（
日
）の
２
日
間
行
い
ま
し

た
。

　

１
日
目
の
午
後
に
は
親
水
公
園
の
草
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。
集
落
の
人
が
手
際
良
く
草

を
刈
り
取
り
、
参
加
し
た
５
人
の
学
生
た
ち

が
そ
れ
を
運
び
ま
し
た
。
作
業
の
合
間
に
集

落
の
人
と
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
、
約
３
時

間
半
、公
園
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。き
れ
い

に
な
っ
た
親
水
公
園
を
眺
め
な
が
ら
飲
む
お

茶
の
味
は
、格
別
で
し
た
。

　

２
日
目
の
午
前
中
は
、
集
落
内
の
散
策
を

し
ま
し
た
。
集
落
の
ガ
イ
ド
の
案
内
で
学
生

は
徒
歩
で
口
屋
内
の
良
い
と
こ
ろ
（
地
域
資

源
）を
探
し
ま
し
た
。

　

午

後

は

「
口
屋
内
の

こ
れ
か
ら
」

を
考
え
る
た

め
の
話
し
合

い
で
す
。
旧

小
学
校
の
図

書
室
に
集
落

の
人
が
12
人

集
ま
り
、
学

生
も
交
え
て

３
班
に
分
か

れ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

口
屋
内
に

初
め
て
来
た

学
生
の
感
想

や
魅
力
を
集

落
の
人
が
聞

い
た
り
、「
他

に
も
こ
ん
な

い
い
と
こ
ろ

が
あ
る
よ
」

と
い
う
集
落

の
方
か
ら
の

意
見
を
学
生

が
聞
い
た
り

し
ま
し
た
。

　

「
こ
の
口
屋
内
を
散
歩
（
散
策
）
す
る
だ
け

で
も
楽
し
い
」
と
い
っ
た
学
生
の
意
見
を
も

と
に
、「
口
屋
内
の
散
策
コ
ー
ス
を
作
っ
て
み

て
は
」
と
い
っ
た
提
案
や
、「
口
屋
内
を
盛
り

上
げ
る
プ
ラ
ン
」を
考
え
る
班
も
あ
り
、図
書

室
に
は
賑
や
か
な
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
口
屋
内
集
落
と
高
知
大
学
と
の

大
学
連
携
事
業
は
あ
わ
せ
て
３
回
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
話
し
合
い
で
出
た
意
見
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
口
屋
内
集
落
の
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
、今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事
業

敷
地
地
区
が
活
動
開
始

健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事
業

敷
地
地
区
が
活
動
開
始

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
、「
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
」
を

地
域
と
協
働
で
推
進
し
て
い
く「
健
康
・
福
祉

地
域
推
進
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、「
健
康
づ
く
り
」
、「
介
護
予

防
」、「
支
え
あ
い
」の
各
種
事
業
を
地
域
で
組

織
す
る
「
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
」
に
委
託

（
中
村
地
区
の
一
部
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
）
し
実
施
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
お

り
、こ
れ
ま
で
に
、市
内
80
地
区
で
受
け
皿
と

な
る
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り

組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

５
月
27
日
（
日
）
に
は
、
健
康
づ
く
り
事
業

の
取
組
と
し
て
、
敷
地
地
区
健
康
福
祉
委
員

会
主
催
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

田
野
川
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
事
業
は
、
地
域
の
方
々
の
健

康
を
把
握
す
る
こ
と
や
健
康
を
維
持
す
る
た

め
の
軽
い
運
動
や
世
代
間
交
流
等
に
よ
り
地

域
全
体
の
健
康
を
増
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
も
あ
り
、当
日
は
、小
中
学
生
８
人
と
老

人
ク
ラ
ブ
や
児
童
の
保
護
者
ら
あ
わ
せ
て
３

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
尾
崎 

全
さ
ん

か
ら
、
ル
ー
ル
説
明
や
ク
ラ
ブ
の
使
い
方
な

ど
の
指
導
を
受
け
た
あ
と
、４
班
に
分
か
れ
、

15
メ
ー
ト
ル
か
ら
50
メ
ー
ト
ル
で
設
定
さ
れ

た
８
コ
ー
ス
で
ス
コ
ア
を
競
い
ま
し
た
。

　

五
月
晴
れ
の
な
か
約
１
時
間
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
た
あ
と
は
、
木
陰
で
お
茶
な
ど
を

飲
み
な
が
ら
の
雑
談
で
す
。「
や
っ
て
み
た
ら

案
外
お
も
し
ろ
い
」「
や
っ
ぱ
り
普
段
か
ら
動

か
な
ぁ
い
か
ん
」な
ど
、運
動
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
、
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

当
委
員
会
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
の
武
田

雅
夫
さ
ん
は
、「
は
じ
め
て
の
企
画
で
反
省
点

も
多
い
が
、
今
後
も
男
女
対
抗
や
世
代
間
対

抗
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
定
期
的
に
開

催
し
て
い
き
た
い
。そ
し
て
、こ
う
し
た
ふ
れ

合
い
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
み
ん
な
が
健
康
で
楽
し
く
暮
ら
せ

る
地
域
に
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

当
事
業
の
ご
不
明
な
点
等
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課（
健
康
福
祉
担
当
）

　

☎（
３
４
）１
１
６
５

子どもたちと一緒にグラウンド・ゴルフ
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■
ミ
レ
ニ
ア
ム
津
波
の
発
生
　

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
、約
１
万
９
千
人
の
死
者
行
方
不
明
者
を
生
じ
た
が
、そ
の
大

部
分
は
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
震
災
は
、
平
安
時
代
の
初
め
の
貞
観
11（
８
６
９
）
年

の
陸
奥(

む
つ)

国
の
地
震
津
波
以
来
の
１
１
４
２
年
ぶ
り
の
巨

大
地
震
で
あ
っ
た
。

　

東
日
本
震
災
と
貞
観
地
震
の
津
波
の
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
っ
た
こ
と
は
、津
波
が
多
賀
城
下
に
達
し
た
こ
と
、地
質
学
的

に
検
証
さ
れ
た
津
波
の
浸
水
範
囲
が
、
両
津
波
で
ほ
ぼ
一
致
す

る
こ
と
、
地
震
津
波
被
害
が
関
東
地
方
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
な

ど
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
う
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
後
、こ
の
よ
う
な
、千
年
一

度
程
度
の
頻
度
で
起
き
る
超
巨
大
な
地
震
・
津
波
は「
ミ
レ
ニ
ア

ム
津
波
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
津
波
対
策
の
２
つ
の
基
準
　

　

こ
れ
ま
で
、三
陸
地
方
を
始
め
、東
海
地
方
、紀
伊
半
島
、四
国

な
ど
で
、将
来
の
津
波
対
策
と
し
て
防
潮
堤
の
建
設
、ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
さ
い
津
波
の

想
定
高
さ
は
、
お
よ
そ
近
代
の
２
０
０
年
間
に
起
き
た
最
大
の

津
波
の
高
さ
の
デ
ー
タ
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。し
か
し
、東
日
本

震
災
の
津
波
は
こ
の
想
定
高
さ
を
は
る
か
に
越
え
る
も
の
で

あ
っ
た
。こ
の
た
め
に
、多
く
の
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
を
生
じ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
津
波
で
は
、三
陸
海
岸
で
は
浸
水
高
が
20
ｍ
を
越
え

た
場
所
が
数
多
く
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
な
ミ
レ
ニ
ア
ム
津
波
に

対
し
て
高
い
防
潮
堤
を
作
っ
て
防
ぐ
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で

あ
る
。こ
れ
に
対
し
て
は
、人
命
が
生
き
残
る
事
、原
発
事
故
を

起
こ
さ
な
い
こ
と
の
２
つ
だ
け
を
考
え
る
こ
と
に
し
、家
屋
や

漁
業
施
設
な
ど
財
産
被
害
に
は
眼
を
つ
む
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

つ
ま
り
、今
後
の
津
波
対
策
に
は
、①
２
０
０
年
に
一
度
の
津

波
に
対
す
る
対
策
と
、②
１
０
０
０
年
に
一
度
の
ミ
レ
ニ
ア
ム

津
波
に
対
す
る
対
策
を
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
、と
い
う

こ
と
に
な
る
。

■
東
日
本
震
災
津
波
の
死
者
の
多
発
地
点
　

　

今
回
の
東
日
本
震
災
で
は
、１
地
点
で
集
中
的
に
死
者
の
出

た
場
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。そ
の
１
地
点
、１
地
点
に
つ
い
て
、

な
ぜ
そ
こ
で
多
数
の
死
者
が
で
た
の
か
？
　

ど
う
な
っ
て
い
れ

ば
、大
勢
の
死
者
を
出
さ
ず
に
す
ん
だ
の
か
を
し
っ
か
り
見
極

め
る
こ
と
は
、将
来
の
千
年
震
災
に
対
す
る
対
策
を
考
え
る
上

で
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
１
）宮
城
県
石
巻
市 

大
川
小
学
校
の
被
災
　

　

大
川
小
学
校
は
、
北
上
川
の
河
口
か
ら
約
５
キ
ロ
さ
か
の

ぼ
っ
た
地
点
の
南
岸
の
平
野
に
あ
る
。小
学
校
は
標
高
2.5
ｍ
ほ

ど
に
過
ぎ
ず
、今
回
の
津
波
で
は
２
階
建
て
校
舎
の
２
階
の
天

井
ま
で
浸
水
し
た
。

　

本
震
の
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
、津
波
警
報
の
発
令
の
直
後
、先

生
方
が
１
０
８
人
の
全
校
生
徒
を
校
舎
か
ら
校
庭
に
出
さ
せ
た

の
は
正
し
か
っ
た
。し
か
し
、こ
こ
で
先
生
方
は
こ
の
生
徒
た
ち

を
標
高
約
６
ｍ
の
北
上
川
に
か
か
る
新
北
上
大
橋
の
ほ
う
に
避

難
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。し
か
し
、津
波
は
ま
さ
に
北
上
川
の
方
か

ら
や
っ
て
き
て
、生
徒
た
ち
は
列
の
前
の
方
か
ら
次
々
と
津
波

に
呑
ま
れ
て
い
き
、結
局
全
生
徒
の
７
割
に
当
た
る
74
人
が
こ

こ
で
溺
死
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
大
川
小
学
校
周
辺
の
地
図
を
見
て
お
こ
う
。生
徒
た

ち
を
学
校
の
裏
の
丘
に
登
る
よ
う
に
誘
導
す
れ
ば
、能
率
よ
く

高
い
標
高
の
安
全
な
場
所
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず

で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
そ
う
し
な
か
っ
た
の
か
？
　

こ
の
理
由
は
、

筆
者
が
現
地
を
訪
ね
て
み
る
と
簡
単
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
。図
２
は
大
川
小
学
校
の
背
後
の
斜
面
の
写
真
で
あ
る
。

　

写
真
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
斜
面
は
ほ
ぼ
45
度
の
傾
斜
で
、

踏
み
跡
の
よ
う
な
道
も
な
い
、登
る
の
に
非
常
に
困
難
な
斜
面
で

あ
る
。津
波
に
よ
っ
て
海
水
が
到
達
し
た
地
点
に
標
識
が
建
て
ら

れ
て
い
る
が
、斜
面
の
下
端
の
小
学
校
の
敷
地
か
ら
こ
こ
ま
で
約

７
ｍ
、
す
な
わ
ち
大
人
の
身
長
の
５
倍
ほ
ど
あ
る
。
小
学
１
年
生

を
含
む
１
０
８
人
の
生
徒
を
こ
の
斜
面
を
登
ら
せ
る
の
は
不
可

能
と
判
断
さ
れ
た
の
は
無
理
は
な
か
っ
た
。

　

で
は
、
ど
う
な
っ

て
い
れ
ば
よ
か
っ
た

の
だ
ろ
う
？
　

答
え

は
簡
単
で
あ
る
。
こ

の
斜
面
に
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
よ
う
な

ジ
グ
ザ
グ
に
ゆ
っ
く

り
高
い
と
こ
ろ
ま
で

あ
が
れ
る
道
を
造
っ

て
お
け
ば
よ
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
う
す

れ
ば
、
78
人
の
生
徒

と
10
人
の
先
生
の
命

を
失
う
こ
と
は
な

か
っ
た
の
だ
。

＜

注：

市
防
災
対
策
係＞

　

大
川
小
学
校
の
位
置

は
四
万
十
川
で
い
え

ば
、八
束
小
学
校
、同
保

育
所
の
位
置
に
酷
似
し

て
い
る
。

千
年
震
災
の
津
波
対
策

特
別
寄
稿

図２　大川小学校背後の斜面 図１　大川小学校付近の地図

都
司 

嘉
宣

 

建
築
研
究
所
　

 

特
別
客
員
研
究
員

つ
じ

よ
し
の
ぶ
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（
２
）宮
城
県
気
仙
沼
市 

杉
ノ
下
高
台
の
被
災
　

　

こ
ん
ど
は
津
波
の
指
定
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
た
、気
仙
沼
湾

の
入
り
口
に
あ
る
杉
ノ
下
高
台
の
津
波
被
災
の
状
況
を
見
て
お

こ
う
。図
３
は
、そ
の
高
台
の
地
図
で
あ
る
。

　

お
よ
そ
頂
上
の
標
高
は
12
ｍ
あ
ま
り
の
小
高
い
丘
を
な
し
て

い
る
た
め
、
こ
の
周
囲
の
平
野
に
あ
る
住
宅
の
人
た
ち
に
と
っ

て
、
津
波
の
避
難
場
所
と
し
て
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
今
回
の
津
波
で
も
数
十
人
の
人
た
ち
が
こ
こ
に
避

難
し
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
今
回
の
津
波
は
こ
の
高
台
の
頂
上
ま
で
完
全
に
呑

み
込
み
、
そ
の
頂
上
の
上
約
２
ｍ
ま
で
冠
水
し
た
と
推
定
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
高
台
に
避
難
し
た
人
の
過
半
数
の
54
人

が
、
こ
こ
で
溺
死
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
被
害
を
生
じ
た
。
で

は
、ど
う
な
っ
て
い
れ
ば
、こ
の
犠
牲
者
を
出
さ
な
く
て
す
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
か
？
　

ミ
レ
ニ
ア
ム
津
波
に
対
し
て
は
、
こ
の
標

高
は
不
足
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
こ
こ
を
津
波
避
難
場
所
と
は

し
な
い
、と
い
う
の
も
一
つ
の
対
策
で
あ
る
。

　

し
か
し
、も
し
こ
こ
に
自
転
車
小
屋
程
度
の
建
物
が
あ
っ
て
、

中
に
１
０
０
人
分
ほ
ど
の
救
命
胴
衣
が
備
え
ら
れ
て
い
た
ら
？

皆
さ
ん
も
、飛
行
機
や
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
と
き
、救
命
胴
衣
が
備

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
説
明
を
受
け
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、趣
味

で
釣
り
を
す
る
人
が
釣
り
船
に
乗
る
と
き
に
は
、救
命
胴
衣
を

着
け
る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
？
　

緊
急
時
に
海
に
投
げ
出
さ
れ
た

と
き
、命
を
守
る
た
め
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
、津
波
避
難
場
所
と
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、救
命

胴
衣
は
今
ま
で
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
　

こ
れ
で
は
ダ
メ

で
あ
る
。ミ
レ
ニ
ア
ム
津
波
の
避
難
場
所
に
は
、そ
の
場
所
の
標

高
を
超
え
て
、
海
水
面
が
あ
が
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

考
慮
に
入
れ
て
、
そ
こ
に
避
難
し
て
き
た
人
の
た
め
に
救
命
胴

衣
を
貯
蔵
し
た
小
屋
を
造
っ
て
お
く
、
こ
れ
が
今
後
ミ
レ
ニ
ア

ム
津
波
に
対
す
る
防
災
対
策
の
必
須
事
項
と
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
高
い
防
波
堤
を
築
く
費
用
に
比
べ
た
ら
微
々
た

る
費
用
で
す
む
事
で
あ
る
。

昭
和
45
年 

東
京
大
学
工
学
部
卒
業

元
東
京
大
学
地
震
研
究
所
准
教
授

研
究
分
野
は
歴
史
地
震
学
、津
波
探
知
、高
潮
。

昨
年
、本
市
の
防
災
講
演
会
と
市
民
大
学
の

講
師
を
務
め
た
。

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員

図４　被災後の杉ノ下高台

図３　杉ノ下高台付近の地図

図
書
館 

新
着
図
書
紹
介

都
司
嘉
宣
著

「
歴
史
地
震
の
話
　

　
　
　

〜
語
り
継
が
れ
た
南
海
地
震
〜

」

　

本
書
は
平
成
15
年
か
ら
今
年
ま
で
続
い
た
高
知
新
聞
連
載
を
、こ
の

ほ
ど
１
冊
に
ま
と
め
た
も
の
。
　

　

「
歴
史
地
震
」と
は
、地
震
計
な
ど
の
機
械
観
測
が
始
ま
る
明
治
20
年

ご
ろ
よ
り
以
前
の
地
震
の
こ
と
で
、人
が
書
き
残
し
た
古
文
書
な
ど
が

調
査
デ
ー
タ
に
な
る
。

　

著
者
は
県
内
各
地
を
隈
な
く
歩
き
、古
い
記
録
や
伝
承
の
中
に
、南

海
地
震
が
約
１
０
０
年
毎
に
発
生
を
し
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
論
証

し
て
お
り
、数
字
デ
ー
タ
以
上
の
説
得
力
が
あ
る
。

　

直
近
３
回
の
南
海
地
震
の
規
模
と
し
て
は
、宝
永
地
震（
１
７
０
７

年
）は「
特
大
」、安
政
南
海
地
震（
１
８
５
４
年
）は「
標
準
」、昭
和
南
海

地
震（
１
９
４
６
年
）は「
小
粒
」で
あ
っ
た
と
み
て
い
る
。

　

宝
永
地
震
の
被
害
を
ま
と
め
た
土
佐
藩
士
奥
宮
正
明「
谷
陵
記
」は
、

市
内
の
被
災
状
況
を「
下
田
、亡
所
、塩
は
山
迄
、山
際
に
屋
具
ば
か
り

残
る
。初
崎
、潮
は
山
迄
、一
木
一
草
残
り
な
し
」と
記
し
て
い
る
。

　

宝
永
地
震
は
今
回
の
東
日
本
震
災
と
同
規
模
の「
千
年
震
災
」（
千
年

に
一
度
）で
あ
っ
た
。次
の
南
海
地
震
も
宝
永
地
震
級
の
規
模
に
な
る

こ
と
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
、警
告
し
て
い
る
。

（
３
０
７
ペ
ー
ジ
、高
知
新
聞
社
）

こ
く
り
ょ
う
き

筆
者
略
歴

平
成
24
年
6
月
号

7



　

平
成
22
年
８
月
か
ら
市
外
在
住
者
を
対
象
に
募
集
を
開
始
し

た
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
に
は
、５
月
30
日
ま
で
に
全
国

か
ら
１
０
２
０
人
も
の
方
々
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

団
員
の
大
半
は
本
市
出
身
者
で
は
な
く
、観
光
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
本
市
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
や
、
本
市
の
自
然
、
歴

史
、文
化
に
関
心
の
あ
る
四
万
十
フ
ァ
ン
の
方
々
で
す
。

　

市
か
ら
は
、最
新
情
報
を
随
時
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
送
り

し
て
お
り
、団
員
の
皆
さ
ん
に
は
そ
れ
を
ご
友
人
な
ど
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、本
市
へ
の
提
案
、ア
イ
デ
ア
な
ど
を
い
た

だ
く
な
ど
、双
方
向
で
色
々
な
や
り
取
り
を
行
う
な
か
で
、市
政

へ
の
多
面
的
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
、サ
ポ
ー
タ
ー
の
輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
親
戚
や
ご
友

人
へ
の
お
呼
び
か
け
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
20
年
10
月
に
制
度
を
開
始
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

（
応
援
寄
附
金
）に
は
、全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
寄

附
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、お
か
げ
さ
ま
で

平
成
24
年
５
月
30
日
ま
で
の
累
計
は
、２
０
１
件
、１
０
，１
３

９
，２
９
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

温
か
い
ご
支
援
に
対
し
て
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、「
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」

に
い
っ
た
ん
積
み
立
て
た
あ
と
、活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
平
成
23
年
度
ま
で
の
活
用
実
績

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
、寄
附
金（
市
長
に
お
任
せ
）の
一
部

を
次
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

◎
庁
舎
玄
関
改
修
事
業

 

　
　

〔
活
用
額:

２
，２
４
５
千
円
〕

　

当
事
業
は
、ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
ほ
か
、四
万
十 
ロ
ー

　

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
寄
附
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

◆ふるさと納税
　　年度別内訳 ※5月30日現在

※5月30日現在

年度

20年

21年

22年

23年

24年

（4/1～5/30）

計

金額（円）

280,000

1,740,000

2,639,000

4,990,290

490,000

10,139,290

件数

6

7

44

135

9

201

◆ふるさと応援団 地域別内訳

北海道

東　北

関　東

中　部

関　西

中　国

四　国

〔うち県内〕

九州・沖縄

海　外

計

１．３

１．３

２２．６

５．６

４７．９

４．６

１０．５

〔５．０〕

５．２

１．０

１００．０

１３（　２）

１３（　０）

２３１（５４）

５７（　９）

４８９（５１）

４７（　１）

１０７（２７）

〔５１（１７）〕

５３（　２）

１０（　５）

１０２０（１５１）

地　域 人数（うち市出身者） 比　率（％）

◆平成24年度の活用計画
　平成24年度の当初予算では、事業の種類（使途）ごとに分けた６つの事業に
総額４，４１４千円を活用させていただくこととしています。

【問い合わせ先】（市）企画広報課  ☎（３４）１８１０

事業の種類（使途）

環境と景観を守る事業

人（高齢者、子どもなど）を

守り育む事業

産業を守り育む事業

イベントを守り育む事業

災害から守る事業

市長にお任せ

事業名

住宅用太陽光発電システム

設置費補助

健康・福祉地域推進事業

地場産材利用促進事業

映像の幡多上映会

津波避難マップ作成

西土佐天体観測施設改修

活用予定額

１，２２１千円

１，０２４千円

７１千円

５４千円

４４千円

２，０００千円

市役所庁舎玄関ロビー

西土佐天体観測施設

超える超える超える

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
　

　
　

１
０
０
０
人

ふ
る
さ
と
納
税
（
応
援
寄
附
金
）

　
　

１
０
０
０
万
円 
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4
月
16
日
〜
5
月
15
日

４
月
16
日
　

国
際
交
流
員
辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
総
会

　
　

18
日
　

臨
時
市
議
会

　
　

19
日
　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
中
村
支
所
女
性
部
総
会

　
　

20
日
　

高
知
県
市
長
会
議（
安
芸
市
）

　
　
　
　
　

安
芸
市
観
光
協
会
訪
問（
同
）

　
　
　
　
　

高
知
大
学
医
学
部
訪
問（
南
国
市
）

　
　

21
日
　

四
万
十
川
ラ
ジ
コ
ン
水
上
フ
ェ
ス
タ

　
　

23
日
　

西
土
佐
地
域
審
議
会
と
の
意
見
交
換
会

　
　

24
日
　

西
土
佐
地
域
区
長
会
、松
野
町
長
と
の
懇
談

　
　

25
日
　

日
赤
社
資
四
万
十
市
地
区
目
標
額
設
定
会
議

　
　

26
日
　

西
土
佐
小
組
合
長
会

　
　
　
　
　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
総
会

　
　

27
日
　

西
富
山
区
長
会
要
望
受

　
　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

　
　
　
　
　

中
村
地
域
自
主
防
災
会
連
絡
会
議

　
　

29
日
　

西
土
佐
小
学
校
開
校
式

５
月
１
日
　

知
事
へ
の
区
長
会
要
望（
高
知
市
）
　

　
　

２
日
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
局
取
材
受
、四
万
十
町
長
と
の
懇
談

　
　

３
日
　

土
佐
一
條
公
家
行
列「
藤
祭
り
」

　
　

5
日
　

堂
ヶ
森
地
蔵
祭
り

　
　

７
日
　

内
閣
府
・
国
土
交
通
省
・
国
会
議
員
へ
区
長

　
　
　
　
　

会
要
望（
東
京
）（
〜
８
日
）

　
　
　
　
　

地
元
選
出
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会（
同
）

　
　

8
日
　

国
道
4
4
1
号
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
、

　
　
　
　
　

横
瀬
川
ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
国
会
議

　
　
　
　
　

員
要
望（
同
）

　
　

９
日
　

津
波
浸
水
予
測
幡
多
土
木
事
務
所
長
協
議

　
　

10
日
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

高
知
大
学
副
学
長
と
の
懇
談

　
　
　
　
　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
市
実
行
委
員
会
設
立
総
会

　
　

11
日
　

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　

消
防
団
員
内
助
功
労
者
表
彰
式

　
　

12
日
　

四
国
地
方
郵
便
局
長
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　

大
﨑
朗
氏
消
防
庁
長
官
表
彰
受
章
祝
賀
会

　
　

13
日
　

相
良
高
知
大
学
学
長
退
任
記
念
祝
賀
会（
高
知
市
）

　
　

14
日
　

市
民
側
溝
清
掃
土
砂
収
集
運
搬
作
業
出
発
式

　
　
　
　
　

津
波
浸
水
予
測
県
危
機
管
理
副
部
長
協
議

　
　

15
日
　

県
林
業
振
興
環
境
部
長
と
の
意
見
交
換

日
　
　

誌

　

頼
も
し
い
会
が
つ
い
に
結
成
さ
れ
ま
す
。

　

関
東
幡
多
四
万
十
会
の
第
１
回
総
会（
懇
親

会
）
が
、
６
月
30
日
（
土
）
正
午
か
ら
、
東
京
「
五

反
田
ゆ
う
ぽ
う
と
」
で
開
か
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
私
も
出
席
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
お
も
う
も
の

　

こ
の
会
は
、関
東
に
在
住
す
る
本
市
出
身
者

の
並
々
な
ら
ぬ
、ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い
が

結
集
し
た
も
の
で
す
。

　

私
が
こ
の
会
結
成
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
初

め
て
会
っ
た
の
は
３
年
前
。
平
成
21
年
11
月
、

「
関
東
高
知
県
人
大
懇
親
会
」の
席
で
し
た
。

　

東
京
で
の
県
人
会
に
は
毎
年
、知
事
や
多
く

の
市
町
村
長
が
出
席
を
す
る
の
が
恒
例
と

な
っ
て
お
り
、ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
方
々
と
の

貴
重
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
市
長
に
な
っ
た
直
後
で
し
た
の
で
、あ

い
さ
つ
を
兼
ね
て
出
席
を
し
た
の
で
す
が
、市

出
身
者
か
ら
、う
ち
の
市
長
が
県
人
会
に
来
て

く
れ
た
の
は
初
め
て
と
、大
歓
迎
を
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
酒
を
酌
み
交
わ
す
な
か
で
、
東
京

に
は
県
下
市
町
村
出
身
者
の
会
（
集
ま
り
）
が

た
く
さ
ん
あ
る
が
、う
ち
に
は
ま
だ
な
い
の
で
、

肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て
い
る
。い
ず
れ
つ
く

り
た
い
、と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
長
く
地
元
を
離
れ
て
い
た
の
で
、

こ
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
地
元
に

ず
っ
と
い
る
者
以
上
に
、離
れ
て
い
る
人
間
の

ほ
う
が
、
ふ
る
さ
と
の
こ
と
が
気
に
か
か
り
、

大
切
に
思
う
も
の
で
す
。

　

私
は
市
長
公
約
の
一
つ
に
、「
四
万
十
大
好

き
人
間
と
の
情
報
発
信
交
流
」を
掲
げ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
話
を
き
き
、
確
信
を
得
ま
し
た
の

で
、
平
成
22
年
度
に
「
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応

援
団
制
度
」
を
つ
く
り
、
団
員
募
集
を
始
め
ま

し
た
。関
東
に
お
け
る
市
出
身
者
の
会
の
結
成

準
備
は
、こ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
10
日
、東
京
新
橋
で
会
の
世
話
人

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
案
内
を
受
け
、
私
と
藤

田
豊
作
市
議
会
議
員
が
出
席
。
そ
の
席
で
、
会

則
と
役
員
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

会
長
・
中
野
正
三
、
副
会
長
・
久
禮
孝
博
、
幹

事
長
・
山
﨑
進
一
、
事
務
局
長
・
平
田
一
郎
、
会

計
・
長
崎
千
代
、監
査
役
・
夕
部
一
、以
下
幹
事
・

今
城
千
皓
、
岡
村
大
、
笹
岡
睦
男
、
佐
藤
正
子
、

宮
崎
光
生
、山
沖
容
子
。計
12
名
で
、私
は
名
前

だ
け
の
顧
問
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
の
名
前
に
、「
中
村
」を
入
れ
る
べ
き
と
の

熱
い
意
見
も
出
ま
し
た
が
、広
く
幡
多
出
身
者

や
、四
万
十
を
応
援
す
る
者
は
誰
で
も
歓
迎
を

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
関
東
幡
多
四
万

十
会
」
に
決
定
。
ま
た
、
会
の
目
的
も
「
会
員
の

親
睦
」
に
加
え
て
「
四
万
十
市
の
発
展
に
資
す

る
」に
。う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
は
全
国
か
ら

募
集
を
し
て
い
る
こ
と
が
関
東
幡
多
四
万
十

会
と
異
な
り
ま
す
が
、そ
の
目
的
は
同
じ
で
あ

り（
役
員
12
名
は
全
員
ふ
る
さ
と
応
援
団
に
も

入
団
）
、
今
後
連
携
を
し
て
四
万
十
市
を
支
え

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

「
応
援
団
」
は
、
昨
年
12
月
、
大
阪
で
関
西
交

流
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

関
東
在
住
の
応
援
団
員
は
、現
在
約
２
３
０

人
い
ま
す
の
で
、
関
東
交
流
会
は
〝
交
流
会

i
n
東
京
〞
と
位
置
付
け
て
、「
四
万
十
会
」の

総
会
（
懇
親
会
）
に
合
流
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

「
四
万
十
会
」事
務
局
で
は
、中
村
高
校
と
幡

多
農
高
の
同
窓
会
東
京
支
部
の
協
力
を
得
て
、

同
窓
会
名
簿
に
載
っ
て
い
る
関
東
在
住
の
卒

業
生
全
員
（
中
村
高
約
９
０
０
人
、
幡
多
農
約

２
０
０
人
）に
案
内
状
を
出
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
、関
東
在
住
の
ご

家
族
、ご
親
戚
、ご
友
人
に
ぜ
ひ
情
報
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

６
月
30
日
、ど
れ
だ
け
の
輪
が
広
が
る
か
楽

し
み
で
す
。

関
東
幡
多
四
万
十
会

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

関東幡多四万十会世話人のみなさんと（3月10日）
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成
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年
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市
で
は
、新
市
発
足
以
来
２
回
目
と
な
る
市
民
表
彰
を
実
施
し
ま
す
。左
記
の
要
領
で
表
彰
候

補
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
表
彰
の
種
類
お
よ
び
選
考
基
準
等

※

市
民
賞
に
つ
い
て
は
、市
民
各
層
か
ら
構
成
す
る「
市
民
賞
選
考
委
員
会
」で
の
選
考
結
果
に
よ

　

り
決
定
し
ま
す
。

　

（
注
）合
併
前
の
旧
市
村
お
よ
び
合
併
後
の
表
彰
条
例
の
規
定
に
よ
り
、同
様
の
表
彰
を
既
に
受

　
　
　

け
た
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
推
薦
方
法
　

所
定
の
推
薦
書
等
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

書
類
は
本
庁
１
階
総
合
案
内
、３
階
企
画
広
報
課
秘
書
係
、西
土
佐
総
合
支
所
窓
口
に
備
え
付

　

け
て
い
ま
す
。

■
提
出
期
限
　

７
月
31
日（
火
）

■
表
彰
日(

予
定)

　

12
月
23
日（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

（
市
）企
画
広
報
課 

秘
書
広
報
室 

秘
書
係

 

　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
１
　

内
線
２
３
０
１
・
２
３
０
２

市
民
表
彰
の
候
補
者 

募
集
し
ま
す

市
民
表
彰
の
候
補
者 

募
集
し
ま
す

本
市
の
政
治
、産
業
、経
済
の
振
興
ま
た
は
文
化
の
向
上
に
著
し
い

貢
献
を
し
た
人
も
し
く
は
団
体

①
本
市
の
公
益
事
業
に
尽
力
し
、ま
た
は
公
務
を
助
力
し
そ
の
成
績
顕

　

著
な
人
も
し
く
は
団
体

②
一
般
市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
善
行
を
し
た
人
も
し
く
は
団
体 

①
市
民
か
ら
深
い
親
近
感
を
持
た
れ
て
い
る
人

②
個
人
、家
庭
人
、社
会
人
と
し
て
市
民
か
ら
人
間
的
尊
敬
と
感
謝
の

　

念
を
持
た
れ
て
い
る
人

③
人
生
の
起
伏
を
強
い
意
志
と
努
力
に
よ
っ
て
克
服
し
て
き
た
人 

個
人 

も
し
く
は

団
体

 

個
人

も
し
く
は

団
体

個
人

 

功
労
賞

善
行
賞

市
民
賞

住
宅
の
耐
震
化 

補
助
し
ま
す

住
宅
の
耐
震
化 

補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、住
宅
の
耐
震
化
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
住
宅
は
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
、構
造（
平
屋
、２
階
建

て
な
ど
）は
問
い
ま
せ
ん
。こ
の
事
業
は
、診
断
↓
設
計
↓
改
修（
工
事
）の
順
に
実
施
し
ま
す
。

　

木
造
以
外
の
住
宅（
鉄
骨
造
、混
構
造
な
ど
）も
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、引
き
続
き
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

「
一
応
安
全
な
レ
ベ
ル
」と
は
、耐
震
診
断
士
に
よ
る
精
密
診
断
法
や
構
造
設
計
一
級
建
築
士
等

　

の
診
断
に
よ
り
、安
全
性
が
確
認
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

申
し
込
み
が
右
表
の
受
付
可
能
枠
数
に
達
し
た
場
合
は
、募
集
を
終
了
し
ま
す
の
で
、あ
ら
か

　

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
時
間
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　

☎
　

(

３
５
）２
０
４
４

住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
事
業

住
宅
耐
震
設
計
費
補
助
事
業

住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
事
業

住
宅
の
地
震
に
対
す
る
耐
久
力
を

数
値
化
し
て
診
断
書
を
作
成
す
る

費
用
に
つ
い
て
補
助
し
ま
す
。

②
県
に
登
録
し
て
い
る
耐
震
診
断

　

士
が
診
断
を
行
う
こ
と
。

木
造

36
件

非
木
造

10
件

12
件

４
件

18
件

５
件

②
県
に
登
録
し
て
い
る
設
計
事
務

　

所
に
所
属
す
る
耐
震
診
断
士
が

　

耐
震
改
修
設
計
を
行
う
こ
と
。

③
耐
震
改
修
工
事
後
「
一
応
安
全

　

な
レ
ベ
ル
」
と
な
る
耐
震
改
修

　

設
計
で
あ
る
こ
と
。

③
耐
震
改
修
工
事
後
「
一
応
安
全

　

な
レ
ベ
ル
」
に
改
善
さ
れ
る
こ

　

と
。

②
県
に
登
録
し
て
い
る
工
務
店
が

　

耐
震
改
修
工
事
を
行
い
、
住
宅

　

の
所
有
者
が
選
任
し
た
耐
震
診

　

断
士
が
耐
震
改
修
工
事
の
現
場

　

確
認
等
を
実
施
す
る
も
の
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着

　

工
さ
れ
た
住
宅

①
市
補
助
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
」と

　

診
断
さ
れ
た
住
宅

１
戸
あ
た
り
上
限
３
万
円

１
戸
あ
た
り
上
限
90
万
円

補
助
率
２
／
３

１
戸
あ
た
り
上
限
20
万
円

耐
震
改
修
工
事
に
取
り
掛
か
る
前

に
必
要
と
な
る
耐
震
改
修
設
計
費

（
精
密
診
断
や
設
計
書
作
成
な
ど

の
経
費
）の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

市
の
補
助
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断

の
結
果
、「
倒
壊
の
可
能
性
が
あ

る
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
「
一
応

安
全
な
レ
ベ
ル
」
に
す
る
耐
震
改

修
工
事
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

概要補助額
5月末現在の
受付可能枠数

補助対象要件
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市
で
は
平
成
24
年
７
月
か
ら
、最
長
平
成
27
年
３
月
ま
で（
予
定
）、「
豊
か
な
自
然
・
豊
か
な
資
源
・
豊
か

な
人
材
が
融
合
す
る
ま
ち
　

四
万
十
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
の
主
な
内
容
で
あ
る「
農
商
工
連
携
」や「
６
次
産
業
化
」に
よ
る
商
品
開
発
お
よ
び
地
域
特
産
品
づ

く
り
や
、販
路
開
拓
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
運
営
や
、そ
の
学
ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

実
践
し
て
い
く
契
約
職
員
を
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　

６
月
15
日（
金
） 
17
時
ま
で
に
必
着
の
こ
と

　
　
　
　
　
　

履
歴
書
等
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員
　

履
歴
書
に
ど
の
職
種
を
希
望
す
る
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
契
約
期
間
　

平
成
24
年
７
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日（
予
定
）

■
待
　
　

遇
　

（
勤
務
時
間
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
繁
忙
期
は
残
業
あ
り
）

　
　
　
　
　
　

（
休
　
　

日
）土
・
日
・
祝
日
等（
繁
忙
期
は
勤
務
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
就
業
規
則
に
よ
る
日
数
の
有
給
休
暇
あ
り

　
　
　
　
　
　

（
賃
　
　

金
）事
務
局
長
　
　
　
　
　
　
　

‥
月
額
26
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
推
進
員
経
理
担
当
　
　

‥
月
額
21
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
推
進
員
　
　
　
　
　
　

‥
月
額
18
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
践
支
援
員
リ
ー
ダ
ー
　
　

‥
月
額
24
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
践
支
援
員
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
‥
月
額
21
万
円

　
　
　
　
　
　

（
各
種
保
険
等
）健
康
保
険
、厚
生
年
金
、雇
用
保
険
、労
災
保
険
、通
勤
手
当
、残
業
手
当

■
選
考
方
法
　

１
次
選
考
‥
履
歴
書
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

２
次
選
考
‥
１
次
選
考
合
格
者
に
連
絡
の
上
、個
別
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
履
歴
書
等
提
出
先
】

７
８
７-

８
５
０
１
　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４-

10 

（
市
）商
工
課
　

0（
３
４
）１
１
２
６

雇
用
創
造
促
進
協
議
会
契
約
職
員 

募
集

　

天
神
橋
商
店
街
で
は
、空
き
店
舗
で
一
定
期
間
お
店
を
開
業
し
て
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
等
を
習
得
し
て
も
ら
う「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」の
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

中
村
天
神
橋
54

２
店
舗

（
募
集
店
舗
数
に
達
す
れ
ば
、お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

１
店
舗
あ
た
り
６
〜
７
坪
程
度

①
契
約
期
間
終
了
後
、独
立
し
て
天
神
橋
商
店
街
に
新
規
開
業

す
る
意
欲
の
あ
る
人

②
新
規
開
業
と
な
る
人
、ま
た
は
現
在
の
業
種
・
業
態
の
転
換
を

図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
人

③
出
店
前
お
よ
び
出
店
期
間
中
の
講
習
会
や
運
営
会
議
な
ど
に

参
加
で
き
る
人

④
原
則
と
し
て
小
売
業
を
行
う
人

10
時
〜
19
時（
定
休
日：

水
曜
日
）

６
ヶ
月
間
を
契
約
期
間
と
し
再
選
考
の
上
更
新
。

原
則
と
し
て
最
長
１
年
間
を
予
定
。

店
舗
使
用
料
‥
月
額
６
千
円
〜
８
千
円

（
管
理
費
・
水
道
光
熱
費
・
共
益
費
を
含
む
）

組
合
費
‥
月
額
２
千
円

契
約
時
に
１
ヶ
月
の
店
舗
使
用
料
を
預
り
保
証
金
と
し
て
も
ら

い
う
け
ま
す
。

出
店
者
の
選
考
は
書
類
審
査
の
上
、面
接
に
よ
っ
て
行
い
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
　

天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合（
担
当
　

田
中
・
深
瀬
）
　

☎（
３
５
）２
０
１
９

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
者 

募
集

協
議
会
の
業
務
総
括
。開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
就
職
面
接
会
の
企
画
運
営
や

事
業
全
体
の
進
捗
管
理
、業
務
を
総
括
し
関
係
機
関
へ
報
告
す
る
。

協
議
会
の
経
理
を
主
に
担
当
す
る
ほ
か
、事
務
局
長
の
補
佐
。

協
議
会
の
講
座
等
企
画
運
営
に
関
す
る
こ
と
や
事
務
局
長
の
補
佐
。

協
議
会
で
の
商
品
開
発
等
や
地
域
内
企
業
と
の
連
携
お
よ
び
調
整
役
、販
路

開
拓
や
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
系
の
展
示
会
へ
の
出
展
企
画
、９
月
か
ら
雇
用
予

定
の
実
践
支
援
員
３
人
の
ま
と
め
役
。

協
議
会
の
商
品
開
発
等
、リ
ー
ダ
ー
と
協
力
し
て
事
業
運
営
お
よ
び
９
月
か

ら
雇
用
予
定
の
実
践
支
援
員
３
人
の
ま
と
め
役
の
補
佐
。

●
事
務
局
長（
１
人
）

●
事
業
推
進
員

　

経
理
担
当（
１
人
）

●
事
業
推
進
員（
１
人
）

●
実
践
支
援
員

　

リ
ー
ダ
ー（
１
人
）

●
実
践
支
援
員

　

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー（
１
人
）

■
店
舗
の
所
在
地

■
募
集
店
舗
数

■
店
舗
面
積
等

■
応
募
資
格

■
営
業
時
間

■
契
約
期
間

■
費
用
負
担
　

■
預
り
保
証
金

■
選
考
方
法

…
…

…
…

…
… ……
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家
庭
か
ら
出
る
古
着
・
古
布
は
指
定
場
所
で
回

収
し
て
い
ま
す
。回
収
さ
れ
た
古
着
の
ほ
と
ん
ど

は
中
古
衣
料
と
し
て
国
内
外
で
再
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。不
用
と
な
っ
た
服
や
毛
布
な
ど
は
ご
み

袋
に
入
れ
て
出
す
の
で
は
な
く
、リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
出
し
方

　

洗
濯
し
て
き
れ
い
に
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
古
着
・
古
布

　

洋
服
、
和
服
、
シ
ー
ツ
、
毛
布
、
カ
ー
テ
ン
、

タ
オ
ル

　
　

■
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の

　

・
汚
れ
て
い
る
も
の
、濡
れ
て
い
る
も
の

　

・
革
製
品
、中
綿
入
り
の
も
の

　

・
お
店
・
会
社
等
か
ら
出
る
も
の

※
ふ
と
ん
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

　

粗
大
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
指
定
回
収
場
所

●
市
役
所
本
庁
　

●
具
同
体
育
館

●
働
く
婦
人
の
家

　

(

右
山
五
月
町)

●
安
並
ス
ポ
ー
ツ

　

セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

古
着
・
古
布
の
出
し
方

　

５
月
13
日（
日
）、中
村
地
域
の
指

定
の
地
区
で
、市
民
側
溝
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
は
、四
万
十
市
民
憲
章

推
進
協
議
会
、四
万
十
市
、市
民
の
皆

さ
ん
が
協
働
で
、悪
臭
防
止
・
病
害
虫

の
発
生
抑
制
・
排
水
対
策
等
を
目
的

に
、旧
中
村
市
時
代
か
ら
実
施
し
て

お
り
、今
年
で
44
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
側
溝
か

ら
上
げ
ら
れ
た
土
砂
等
は
、翌
日
の

月
曜
日
に
四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
会
員
お
よ
び
市
職
員
が
回
収
し

ま
し
た
。

　

市
民
側
溝
清
掃
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
四
万
十
市
の
環
境
美
化
活

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
　

民
　

側
　

溝
　

清
　

掃

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

家

庭

ご

み

の

出

し

方

に

つ

い

て

　

４
月
か
ら
四
万
十
市
指
定
ご
み
袋
が
、従
来

の
長
方
形
型
の
在
庫
が
無
く
な
り
次
第
、レ
ジ

袋
型
に
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、新

し
い
ご
み
袋
に
は
取
っ
手
が
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、必
ず
袋
の
口
を
し
っ
か
り
と
結
ん
で
出
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
袋
の
口
を
ガ
ム
テ
ー
プ
で
貼
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

袋
の
口
を
ガ
ム
テ
ー
プ
で
貼
っ
て
い
る
と
、

回
収
す
る
と
き
に
両
手
で
持
っ
た
り
抱
え
た
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、作
業
員
が
袋
の

中
に
あ
る
突
起
物
等
で
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、作
業
効
率
も
下
が
り
ま
す
。

　

袋
の
口
を
結
ん
で
い
る
と
、口
の
結
び
目
を

持
っ
て
運
べ
る
の
で
、運
び
や
す
く
安
全
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
袋
は
口
を
し
っ
か
り

結
ん
で
出
し
て
く
だ
さ
い

【協力団体】
建設協会(大和建設（株）、中山興業（株）、福原建設（株）、豚座建設（株）、（有）石井建設、松倉建設工業（株）、（有）刈谷土木、
植田興業（株）、（株）金沢建設、（株）ダイリン、（株）田辺豊建設、（有）渡辺土木、中脇建設（有）、（有）杉原建設、明星建設（有)、
建築協会(弘田建築、長者工務店)、JA高知はた農業協同組合、中村市森林組合、社会福祉協議会、公園管理公社、中村河川
国道事務所、中村警察署、幡多福祉保健所、幡多土木事務所、四万十市議会

回収した土砂の量はダンプ57台分になりました

ふとんは
ダメ!!

　公共下水道・農業集落排水が利用できる地域の皆さんは、一日でも早く家庭などからの汚水を公共下水
道・農業集落排水に流していただけるよう接続をお願いいたします。
工事内容や下水道使用料など詳しいことは下記までお気軽にお問い合わせください。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ先】　（市）都市整備課 下水道係　☎（３４）６１２９

公共下水道・農業集落排水へ接続のお願い

【上記についての問い合わせ先】(市)環境生活課 ☎(34)6126
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第
２
期
高
知
県
産
業
振
興
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
地
産
外
商
が

進
み
、地
域
地
域
で
若
者
が
誇
り
と
志

を
も
っ
て
働
け
る
高
知
県
」の
実
現
を

目
指
し
、官
民
協
働
で
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

応
募
対
象
者
　

県
内
の
民
間
事
業
者

募
集
期
限
　
　

６
月
29
日（
金
）

募
集
す
る
プ
ラ
ン

　

新
た
な
事
業
展
開
に
挑
戦
す
る
事

　

業
者
の
取
り
組
み

応
募
い
た
だ
い
た
プ
ラ
ン
の
取
扱
い

●
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て

の
公
表

●
各
プ
ラ
ン
に
応
じ
た
県
の
各
種
支

援
策
の
紹
介

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、県
計
画
推
進
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 

（
県
）産
業
振
興
推
進
部 

計
画
推
進
課

0
０
８
８（
８
２
３
）９
３
３
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.k
o
c
h
i.lg
.jp
/

s
o
s
h
ik
i/1
2
0
8
0
1
/

高
知
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

土
佐
の
産
業
お
こ
し

参
加
プ
ラ
ン
募
集

１
．扶
養
控
除

　

子
ど
も
手
当
の
創
設
や
高

等
学
校
授
業
料
の
実
質
無
償

化
に
伴
い
、左
記
の
と
お
り
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

２
．同
居
特
別
障
害
者
に
対
す
る
障
害
者
控
除

　

年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
に
伴
い
、同
居
の
特
別

障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
場
合
に
扶
養
控
除
に
加

算
さ
れ
て
い
た
23
万
円
が
廃
止
さ
れ
、新
た
に
障

害
者
控
除
に
23
万
円
を
加
算
し
ま
す
。し
た
が
っ

て
同
居
特
別
障
害
者
の
障
害
者
控
除
と
し
て
30
万

円
か
ら
53
万
円
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

※
年
少
扶
養
親
族(

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族)

に
対

す
る
扶
養
控
除
は
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、市
県
民

税（
個
人
住
民
税
）の
非
課
税
限
度
額（
個
人
住

民
税
の
均
等
割
・
所
得
割
の
課
税
を
判
定
す
る

所
得
金
額
）の
算
定
に
扶
養
親
族
の
人
数
の
申

告
が
必
要
に
な
る
の
で
、申
告
が
な
い
と
非
課

税
の
方
が
課
税
さ
れ
た
り
、均
等
割
額
の
み
の

方
が
所
得
割
も
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、障
害
者
控
除
等
の
申
告
漏
れ
に
よ

り
、税
額
が
増
え
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。

※
申
告（
給
与
の
年
末
調
整
含
む
）が
漏
れ
た
場
合

は「
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
」に
つ
い
て
市
県
民

税
の
申
告
に
よ
り
追
加
で
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

控除対象扶養親族の年齢

16歳未満

H8.1.2以降生まれ

16歳以上19歳未満

H5.1.2～H8.1.1生まれ

19歳以上23歳未満

S64.1.2～H5.1.1生まれ

配偶者および扶養親族に対する障害者控除額

障害者控除

特別障害者控除

同居特別障害者控除（新設）

同居特別障害者の配偶者・扶養控除加算

　高知県からのお知らせ           森林環境税について

高知県の県民税（均等割年額）1,500円には、森林環境税500円が含まれています。森林環境税は、「森林環境の保全」の

ための事業や「県民参加の森づくり」を進めるための事業等に活用されます。

【税に関する問い合わせ先】　（県）総務部税務課　0 088(823)9308
【使途に関する問い合わせ先】（県）林業振興・環境部林業環境政策課　0 088(821)4586

改正前

26万円

30万円

─

23万円

改正後

26万円

30万円

53万円

─

改正前の控除額

33万円

45万円

　　　　　　　45万円（変更なし）

改正後の控除額

控除対象外

33万円

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
本
　
　

庁
）
税
務
課 

市
民
税
係
　

0
（
３
４
）
１
１
１
２
（
直
通
）

（
総
合
支
所
）
税
務
係
　
　
　
　
　

 

0
（
５
２
）
１
１
１
１
（
代
表
）

平
成
24
年
度
よ
り
課
税
さ
れ
る
市
県
民
税
の
主
な
改
正
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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4
29(日)

西
土
佐
小
学
校 

開
校
式
典

　

４
月
29
日
（
日
）
、
４
月
か
ら
新
し
く
ス

タ
ー
ト
し
た
西
土
佐
小
学
校
の
開
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
の
式
辞
、
教
育
長
の
工

事
報
告
に
続
き
、
工
事
業
者
、
校
歌
の
作
詞

作
曲
の
先
生
、校
章
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、児
童
へ
の
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、

児
童
は
お
礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
、全
員
で

新
し
い
校
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
か
ら
で
き
あ
が
っ
た
ば
か
り
の

真
新
し
い
校
旗
を
受
け
取
っ
た
、児
童
会
副

会
長
の
松
浦
真
叶
香
さ
ん（
６
年
）は
、「
立
派
な
校
旗
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。こ
の
校
旗
に
は
じ
な
い
よ
う
、西
土
佐
小
学
校
の
最
初
の
卒
業
生
と
な

る
誇
り
を
胸
に
、勉
強
に
運
動
に
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
す
」と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
会
長
の
林
大
飛
く
ん

（
６
年
）
と
児
童
会
書
記
の
沖
唯
子
さ

ん
（
６
年
）
か
ら
は
、「
た
く
さ
ん
の
友

だ
ち
が
集
ま
っ
た
こ
の
新
し
い
学
校

を
、
明
る
く
元
気
な
学
校
に
し
ま
す
」

と
力
強
い
誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

　

式
典
後
は
、記
念
の
も
ち
投
げ
が
行

わ
れ
、児
童
や
保
護
者
だ
け
で
な
く
集

ま
っ
て
い
た
だ
い
た
大
勢
の
地
域
の

皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

見て！じょうずにつかめたよ！

4
29(日)

竹
屋
敷
あ
め
ご
ま
つ
り

　

４
月
29
日（
日
）、旧
竹
屋
敷
小
中
学
校
周
辺
を
会

場
に
、第
14
回
竹
屋
敷
あ
め
ご
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

３
０
０
人
ほ
ど
の
来
客
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

炊
き
込
み
ご
飯
や
う
ど
ん
、地
元
で
と
れ
た
野
菜

な
ど
の
販
売
ブ
ー
ス
は
、お
土
産
に
、昼
食
に
と
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
の
目
玉
は｢

あ
め
ご
釣
り｣

。た
く
さ

ん
の
釣
り
愛
好
家
や
家
族
連
れ
が
朝
早
く
か
ら
訪

れ
、大
自
然
の
中
で
の
釣
り
を
終
日
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
前
か
ら
は
校
庭
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、土
佐
中

村
一
條
太
鼓
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
や
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、観
客
を
大
い
に
沸
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
の
が
小
学
生
以
下
を
対
象
と

し
た「
あ
め
ご
つ
か
み
ど
り
」。子
ど
も
た
ち
が
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
捕
ま
え
る
た
び
に
、

お

父

さ

ん
、

お
母
さ
ん
は

ニ

ッ

コ

リ
。

子
ど
も
た
ち
、

大
人
た
ち
の

笑
い
声
が
溢

れ
る
賑
や
か

な
お
祭
り
と

な
り
ま
し
た
。

新しい校歌を披露

地域の人と一緒にもち投げ

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
中
村
ま
ち
バ

ス
を
５
月
１
日
か
ら
運
行
し
て
い
ま

す
。

　

新
し
い
ま
ち
バ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
の

21
人
乗
り
か
ら
９
人
乗
り
（
８
人
＋
車

い
す
１
）
の
車
に
小
型
化
し
、
乗
降
の

際
に
は
自
動
で
ス
テ
ッ
プ
が
出
て
く

る
な
ど
以
前
よ
り
乗
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
新
し
く
な
っ
た
中
村
ま
ち
バ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）企
画
広
報
課

　

☎（
３
４
）１
１
２
９

中
村
ま
ち
バ
ス
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

平
成
24
年
6
月
号

14



　

５
月
19
日（
土
）、20
日（
日
）、赤
鉄
橋
下
の
特
設
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、

恒
例
と
な
っ
た
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、10
月
に
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
の

予
選
を
兼
ね
た
も
の
で
、北
は
北
海
道
、南
は
鹿
児
島
県
か
ら
35

チ
ー
ム
が
参
加
し
、手
に
汗
握
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

競
技
は
音
楽
に
あ
わ
せ
て
、人
と
犬
と
が
協
力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

演
技
を
行
う「
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
」と
、人
が
遠
投
し
た
デ
ィ
ス
ク
を

犬
が
キ
ャ
ッ
チ
し
、そ
の
回
数
と
距
離
で
ポ
イ
ン
ト
を
競
う「
ト
ス

＆
フ
ェ
チ
」の
二
つ
で
構
成
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
合
計

し
て
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

　

２
日
目
は
天
候
が
不
安
定
で
、時
折
強
い
雨
が
降
る
状
態
で
し
た

が
、参
加
者
は
果
敢
に
技
に
挑
戦
し
、観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
、木
村
千
春
さ
ん
と
ア
ロ
ハ
の

ペ
ア
が
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
で
５
位
、岡
林
さ
お
り
さ
ん
と
パ
テ
ィ
ー

の
ペ
ア
が
ト
ス
＆
フ
ェ
チ
で
４
位
を
獲
得
し
、世
界
選
手
権
へ
の
出

場
資
格
を
得
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
に
天
気
に
恵
ま
れ
、大
勢
の
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

か
わ
ら
っ
こ
の
メ
イ
ン
は
カ
ヌ
ー
。勝
間
沈
下
橋
か

ら
ス
タ
ー
ト
の
カ
ヌ
ー
川
下
り
ツ
ア
ー
で
は
ゆ
っ
た
り

流
れ
る
川
を
満
喫
。１
コ
イ
ン（
５
０
０
円
）カ
ヌ
ー
体

験
で
は
、多
く
の
初
心
者
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら

の
指
導
を
受
け
て
、チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
ま
し
た
。

　

か
わ
ら
っ
こ
市
に
よ
る
鮎
飯
、田
舎
寿
司
の
販
売
、カ

ニ
汁
の
無
料
配
布
の
ほ
か
、草
木
染
体
験
、宝
探
し
な
ど

も
。

　

四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
家
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、見
学
者

に
甘
酒
し
る
こ（
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
）が
ふ
る
ま
わ
れ
ま

し
た
。

　

５
月
10
日（
木
）に
蕨
岡
小
学
校
１
〜
３
年
生
が
、11

日（
金
）に
中
村
南
小
学
校
２
年
生
が
、四
万
十
川
支
流

の
後
川
と
四
万
十
川
本
流
で
ア
ユ
稚
魚
の
放
流
を
体

験
し
ま
し
た
。ま
た
、24
日（
木
）に
は
、下
田
小
学
校
５

年
生
が
、四
万
十
川
河
口
で
ヒ
ラ
メ
稚
魚
の
放
流
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
事
業
は
四
万
十
川
中
央
漁
業
協
同

組
合
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
ア
ユ
稚
魚
放
流
事
業
、下

田
漁
業
協
同
組
合
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
ヒ
ラ
メ
稚

魚
放
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、市
内
の
子
ど
も
た
ち
に

海
や
河
川
そ
し
て
そ
こ
に
棲
む
魚
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、市
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、バ
ケ
ツ
の
中
で
元
気
に

飛
び
跳
ね
る
魚
に
興
奮
し
な
が
ら
も
、「
早
く
大
き
く

な
っ
て
ね
」と
楽
し
そ
う
に
放
流
し
て
い
ま
し
た
。

5
27(日)

蕨岡小児童

下田小児童

岡林さおりさん・パティー チーム

木村千春さん・アロハ チーム

第
７
回 

キ
ュ
ー
シ
ー
プ
ラ
ス
カ
ッ
プ 

デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
グ
大
会

稚
魚
放
流
体
験

　

ア
　

ユ（
蕨
岡
小
・
中
村
南
小
）

　

ヒ
ラ
メ（
下
田
小
）

か
わ
ら
っ
こ
村
祭
り

初心者へのレッスン
平
成
24
年
6
月
号
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注）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診票または受診券を送付している人および、40歳以上の協会けん
　 ぽ等に加入している被扶養者の人で、市に予約済みの人が対象です。    
※6月16日(土)までの計画については、広報四万十5月号に掲載しています。

    
   

【問い合わせ先】　（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132  

6
18（月）

19（火）

20（水）

22（金）

24（日）

25（月）

26（火）

27（水）

28（木）

2（月）

3（火）

4（水）

5（木）

6（金）

9（月）

10（火）

11（水）

12（木）

13（金）

該当地区

下田

　

　

後川

　

中村街

　

中村街

　

下田

中村街

中村街

 

時　　間

9:00 ～ 11:00

9:30～ 10:30　13:30～ 14:30

13:30 ～

13:30 ～

13:30 ～ 15:30

12:50 ～ 13:30

13:30 ～ 15:30

個別通知

9:00～ 12:00　13:00～ 17:00

9:30 ～ 10:00

11:00 ～ 11:30

13:30 ～ 14:00

15:00 ～ 15:30

16:00 ～ 16:30

13:30 ～ 15:30

9:30 ～ 10:00

10:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

14:30 ～ 15:00

15:30 ～ 16:00

8:00 ～ 10:30

10:00 ～ 11:30

12:50 ～ 13:30

8:00 ～ 10:30

9:00 ～ 11:00

13:30 ～

9:30～ 10:30　13:30～ 14:30

12:50 ～ 13:30

9:30 ～ 10:30

13:30 ～ 14:30

9:30 ～ 10:30

9:30～ 10:30　13:30～ 14:30

12:50 ～ 13:30

9:30 ～ 10:00

10:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

15:00 ～ 15:30

9:30～ 10:30　13:30～ 14:30

9:00 ～ 9:30

10:00 ～ 10:30

13:30 ～ 14:00

10:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:00

11:00 ～

9:30～ 10:30　13:30～ 14:30

9:30～ 10:30　13:30～ 14:30

11:00 ～

場　　　所

西土佐分署横

竹島集会所

奥屋内下集会所

下家地集会所

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

後川地区

市役所　保健介護課

権谷集会所

押谷集会所

半家天満宮集会所

本村集会所

江川流域交流センター

健康管理センター

下家地集会所

中家地集会所

方の川集会所

西ケ方集会所

下方集会所

中央公民館

具同体育センター

健康管理センター

中央公民館

西土佐分署横

岩間集会所

津野川小学校体育館

健康管理センター

須﨑小学校体育館

大宮小学校体育館

西土佐保健センター

西土佐保健センター

健康管理センター

奥屋内上集会所

奥屋内下集会所

南津地区保健福祉サテライト

玖木公民館

水戸公民館

中半体育館

岩間集会所

藤ノ川集会所

具同体育センター

ＪＡ高知はた西土佐支所

口屋内公民館

文化センター

文化センター

藤ノ川集会所

６
月

７
月

月　 日

【お詫びと訂正】　広報四万十5月号掲載 6月14日(木) 献血受付時間
 　　　　　　誤：9:00 ～ 11:30　　正：9:00 ～ 11:00

事　　業　　名　

定例健康相談

特定健診（生活習慣病健診）　【注】

健康の集い

健康の集い

妊婦教室

1歳9ヵ月児健診

妊婦教室

胸部レントゲン（肺がん検診）

医師による子育て相談［要予約］

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

妊婦教室

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

胃がん検診

マム＆チルドレン

乳児健診

胃がん検診

定例健康相談

健康の集い

ひまわり健診

乳児健診

ひまわり健診

ひまわり健診

胸部レントゲン（肺がん検診）

ひまわり健診

3歳児健診

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

特定健診（生活習慣病健診）　【注】

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

マム＆チルドレン

出張健康相談

出張料理教室

特定健診（生活習慣病健診）　【注】

特定健診（生活習慣病健診）　【注】

健康の集い（出張料理教室セット）

平
成
24
年
6
月
号
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
四
国
ロ
ー
カ
ル
番
組
「
四
国
の
い
い
ぶ
ん
」

（
松
山
局
制
作
）は
、四
国
の
課
題
を
視
聴
者
と
一
緒
に
真
剣
に

考
え
る
、報
道
ト
ー
ク
バ
ラ
エ
テ
ィ
で
す
。

　

５
月
11
日
（
金
）
放
送
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
医
療
を
守
れ
る

か
」。

　

冒
頭
、全
国
で
問
題
と
な
っ
て
い
る「
医
療
崩
壊
」に
つ
い
て

解
説
。新
た
な
臨
床
研
修
医
制
度
の
導
入
に
よ
り
地
方
の
医
師

不
足（
特
に
公
立
病
院
）が
深
刻
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、２
０
０

８
年
、国
や
県
で
は
医
学
部
の
定
員
を
増
員
す
る
な
ど
の
対
策

を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、四
国
で
は
い
ま
で
も
医
師
約
１
３
０

０
人
が
不
足
、公
立
病
院（
51
）の
う
ち
73
％（
37
）が
累
積
赤
字

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

医
師
不
足
の
な
か
で
、必
死
の
努
力
を
し
て
い
る
２
つ
の
公

立
病
院
を
紹
介
。

　

四
万
十
市
立
市
民
病
院
は
、
新
し
い
医
師
を
迎
え
入
れ
、
気

持
ち
よ
く
働
い
て
も
ら
え
る
よ
う
処
遇
改
善
に
努
め
て
い
ま

す
。
市
民
病
院
に
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、市
民

（
患
者
）
の
期
待
の
声
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。（
も
う
一
つ
は
愛

媛
県
立
南
宇
和
病
院
を
紹
介
）

　

番
組
で
は
、３
人
の
識
者
が
発
言
。

　

塩
谷
泰
一
氏（
医
師
、高
松
市
病
院
事
業
管
理
者
）は
、「
公
立

病
院
ら
し
い
医
療
を
行
え
て
い
る
か
が
問
題
」、「
胸
を
張
れ
る

赤
字
も
あ
る
」
、
本
田
宏
氏
（
医
師
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
医
療
制
度
研
究
会

副
理
事
）は「
医
学
部
に
地
域
枠
を
」、伊
関
友
伸
氏（
城
西
大
学

教
授
）は「
住
民
も
当
事
者
意
識
を
も
つ
」、を
提
案
し
ま
し
た
。

　

番
組
最
後
に
ま
と
め
た
視
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、

　

「
公
立
病
院
を
維
持
す
る
た
め
の
負
担
を
続
け
る
？
」
は
、

「
や
む
を
え
な
い
」（
67
％
）、「
許
せ
な
い
」（
33
％
）。

　

「
四
国
の
医
療
を
改
善
で
き
る
か
？
」
は
、「
で
き
る
」

（
64
％
）、「
で
き
な
い
」（
36
％
）、と
な
り
ま
し
た
。
　

四
国
の
い
い
ぶ
ん

地
域
医
療
を
守
れ
る
か

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
　

市
民
病
院
を
紹
介

医
師
診
療
担
当
日
● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

6
月
１
日
よ
り

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経

外　科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午後 急　患　の　み

休　　　　　診

禁煙外来
（呼吸器外来）

初診 初診初診

再診

再診

再診

再診

再診

再診

再診

再診

再診

再診

初診

矢野昭起 樋口佑次

初診 矢野昭起

樋口佑次

再診 高橋敏也 樋口佑次再診

樋口佑次

石井泰則

高橋敏也

再診 樋口佑次

矢野昭起矢野昭起

再診 樋口佑次

（紹介患者のみ）

樋口佑次

鷲山憲治 

再診 樋口佑次 初診 高橋敏也

鷲山憲治 

国立高知
病院医師

高橋敏也

再診 高橋敏也

竹田修司

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

市
民
病
院

☎（
３
４
）２
１
２
６

■NHK調査

■視聴者アンケート

四国の公立病院（51病院）

公立病院維持のため負担を続けることは？

四国の医療を改善できるか？

累積赤字
37病院
累積赤字
37病院

73％73％
平成22年度　総務省データ

許せない33％やむをえない67％

できる64％ できない36％

平
成
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年
6
月
号
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重
度
心
身
障
害
児
・
者
が
医
療
を
受
け
る
と
き
、各
医
療
保
険
の
対
象
と
な
る
医

療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。左
記
に
該
当
す
る
人
は
、福
祉
事
務
所
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。（
６
月
中
に
申
請
し
認
定
さ
れ
れ
ば
、７
月
か
ら
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

対
象
者（
次
の
①
〜
③
い
ず
れ
か
の
人
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
　

１
級
ま
た
は
２
級
の
人

②
療
育
手
帳  

A1（
最
重
度
）ま
た
は
A2（
重
度
）の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
ま
た
は
４
級
を
所
持
し
、か
つ
療
育
手
帳
B1（
中

度
）の
知
的
障
害
と
認
定
さ
れ
た
18
歳
未
満
の
合
併
障
害
の
人

　

た
だ
し
、65
歳
以
上
で
、平
成
15
年
10
月
以
降
に
新
た
に
重
度
障
害
者（
①
・

②
）の
認
定
を
受
け
た
人
は
、平
成
24
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す
。（
課
税
世
帯
の
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

※
平
成
23
年
度
市
民
税
課
税
世
帯
の
た
め
助
成
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
人

も
、平
成
24
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
に
該
当
す
る
場
合
は
助
成
対
象

と
な
る
た
め
、６
月
中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
７
月
１
日
以
降
も
有
効
な
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、６
月
中
の

　

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

例：

平
成
15
年
９
月
30
日
ま
で
に
受
給
者
と
な
っ
た
人
。

　
　
　
　

65
歳
未
満
の
人
。

　
　
　
　

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
有
効
な
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
　

な
ど

■
申
請
に
必
要
な
も
の
　

障
害
者
手
帳
、健
康
保
険
証
、印
鑑

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】 

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
８
０
１

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

重
度
心
身
障
害
児
・
者 

医
療
費
助
成
制
度

児
童
手
当
の「
現
況
届
」

　

現
在
児
童
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
子

ど
も
の
養
育
状
況
の
確
認
の
た
め
、「
現
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。現
況
届
は
５
月
下
旬
に
該
当
者
に
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
、６
月
以
降
の
手
当
が

受
け
取
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
平
成
24
年
５
月
１
日
以
降
の
転
入
、出
生
に

よ
り
認
定
請
求（
額
改
定
認
定
請
求
を
除

く
）を
し
て
い
る
人
は
、「
現
況
届
」の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

　

６
月
４
日（
月
）〜
29
日（
金
）
　

　

※
土
、日
は
除
く

　

８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

■
必
要
な
も
の

・
送
付
し
た
現
況
届

・
認
め
の
印
鑑

・
請
求
者
の
健
康
保
険
証
（
会
社
員
等
の
場
合
）

※
公
務
員
は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
８
０
１

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室
　

　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

　本市では、右記の方々に障害者（身
体・知的）相談員をお願いしておりま
す。障害者（身体・知的）や、その家族か
らの相談に応じています。 身体障害者相談員

知的障害者相談員

氏　名
朝日　孝子
伊藤　光明
上岡　淳宏
横山　惠美子
渥美　武男

地　区
間崎
森沢
不破
西土佐江川﨑
不破

電話番号
☎（36）2935
☎（37）2358
☎（34）2983
☎（52）2275
☎（35）3082

【問い合わせ先】

（市）福祉事務所 社会福祉係　☎（34）1120

○任　期：平成24年４月１日～平成26年3月31日までの2年間

障害者相談員を紹介します

■5月18日（金）、ＪＡ高知はた農業協同組合さまから安並運動公園内の「四万十
　スタジアム」にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置していただきました。
　ＡＥＤの設置により、今までよりさらに安心してスポーツができるようにな
　りました。ありがとうございました。

（市）教育委員会 社会体育課
（財）四万十市体育協会

平
成
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年
6
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狂犬病予防注射はお済みですか

■中村地域　６月28日（木）

■中村地域　６月22日（金）

時　　　間
9 : 00 ～ 9 : 0 5
9 : 1 5 ～ 9 : 2 0
9 : 4 0 ～ 9 : 4 5
10:10 ～ 10:15
10:30 ～ 10:35
10:50 ～ 10:55
11:15 ～ 11:20
11:30 ～ 11:35
11:45 ～ 11:50
11:55 ～ 12:00
13:10 ～ 13:15
13:35 ～ 13:40
13:55 ～ 14:00

場　　　　　所
古津賀第２団地集会所前
古津賀１丁目４号公園前（ダイソー裏）

下田貴船神社前
安並運動公園入口

蕨岡生活改善センター前
富山地区集会所前
田野川（井の上橋元）
利岡橋後川中学校側
大川筋診療所前

手洗川（佐竹悦久宅前）
有岡（旧ＪＡ中筋出張所前）
楠島（ＪＡ中村西部事業所前）

森沢集会所前

時　　　間
9 : 00 ～ 9 : 0 5
9 : 1 5 ～ 9 : 2 5
9 : 4 0 ～ 9 : 5 0
10:10 ～ 10:15
10:25 ～ 10:30
10:55 ～ 11:00
11:20 ～ 11:40

場　　　　　所
入田（楠の木元）
田黒（まなびの館前）
自由ヶ丘団地（東公園前）

下木戸集会所前
間崎集会所前
不破八幡宮前

四万十市役所駐車場（消防屯所前）

■西土佐地域　６月20日（水）

時 　 　 　 間
9 :10 ～ 9 :15
9 : 30 ～ 9 :35
10:10 ～ 10:15
10:35 ～ 10:40
10:55 ～ 11:00
11:10 ～ 11:15
11:30 ～ 11:35

場　　　　　所
口屋内診療所前
岩間集会所前
大宮産業横
西ヶ方駅前

本村小学校下道路沿
中組共同飼育所
西土佐総合支所前

■
犬
の
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
場
合
は
、

　

登
録
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
当
日
は
、問
診
票
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

　

（
登
録
済
の
犬
の
み
）

■
必
ず
指
定
し
た
時
間
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

時
間
を
す
ぎ
れ
ば
次
の
場
所
に
移
動
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
本
庁
）
環
境
生
活
課
　

0
（
3
5
）
4
1
4
7

（
総
合
支
所
）
保
健
課
　

0
（
5
2
）
1
1
3
2

　

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
追
加
実
施
し
ま
す
。

　

集
合
注
射
は
６
月
が
最
後
に
な
り
ま
す
の
で
、４
月
、５
月
に
飼
い
犬
の
予
防
注
射
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。集
合
注
射
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、幡
多
郡
内
の
動
物
病
院
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、集
合
注
射
の
際
に
新
規
登
録
も
で
き
ま
す
。登
録
し
て
い
な
い
犬
に
つ
い
て
は
必
ず

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
料
金
は
、登
録
３
０
０
０
円
、注
射
３
０
０
０
円
で
す
。

■
対
象
者

　

岩
手
県
内
と
宮
城
県
の
左
記
の
市
町
村

（
避
難
元
市
町
村
）か
ら
住
民
票
を
異
動
し

な
い
で
県
外
に
避
難
し
て
い
る
人
の
う

ち
、
市
町
村
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
。

■
受
診
期
間

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

■
検
査
内
容

　

特
定
健
診
等
の
基
本
項
目
に
沿
っ
た
身

体
測
定
、血
圧
、尿
検
査
な
ど

※

市
町
村
で
独
自
に
追
加
し
て
い
る
検
査

　

項
目
や
が
ん
検
診
等
は
除
か
れ
ま
す
。

■
受
診
の
流
れ

①
避
難
元
市
町
村
に
、特
定
健
診
等
を
受
診
し

た
い
旨
を
電
話
等
に
よ
り
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

②
避
難
元
市
町
村
か
ら
「
受
診
券
」
、「
実
施
機

関
一
覧
表
」お
よ
び「
昨
年
度
の
健
診
結
果
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

③
「
実
施
機
関
一
覧
表
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

健
診
機
関
に
予
約
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

④
「
受
診
券
」
、「
被
保
険
者
証
」
お
よ
び
「
昨
年

度
の
健
診
結
果
」
を
持
参
し
て
、
健
診
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
健
診
の
自
己
負

担
額
は
「
受
診
券
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金

額
と
な
り
ま
す
）

⑤
後
日
、健
診
機
関
か
ら
健
診
結
果
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

■
受
診
上
の
注
意

○
受
診
の
前
日
ま
た
は
当
日
の
食
事
や
服
薬

　

な
ど
に
つ
い
て
、受
診
す
る
健
診
機
関
に
確

　

認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
健
診
結
果
は
、
後
日
、
健
診
機
関
か
ら
送
付

　

さ
れ
ま
す
の
で
、受
診
し
た
後
に
住
所
が
変

　

わ
っ
た
人
は
、必
ず
健
診
機
関
に
連
絡
し
て

　

く
だ
さ
い
。

ー
東
日
本
大
震
災
で
四
万
十
市
に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
ー

特
定
健
康
診
査
、

　
　
　

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、岩
手
県
、宮
城
県
の
一
部
の
市
町
村
か
ら
住
民
票
を
異
動
し
な

い
で
県
外
に
避
難
し
て
い
る
人
の
う
ち
、市
町
村
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、平
成
24
年
度
か
ら
、特
定
健
康
診
査
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健

康
診
査（
以
下
、「
特
定
健
診
等
」）を
避
難
先
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

（
総
合
支
所
）保
健
課 

保
健
係
　
　
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

岩
手
県

盛
岡
市
、宮
古
市
、大
船
渡
市
、久

慈
市
、遠
野
市
、一
関
市
、陸
前
高

田
市
、
釜
石
市
、
二
戸
市
、
岩
手

町
、
紫
波
町
、
矢
巾
町
、
住
田
町
、

大
槌
町
、山
田
町
、岩
泉
町
、田
野

畑
村
、
普
代
村
、
洋
野
町
、
野
田

村
、一
戸
町

宮
城
県

仙
台
市
、石
巻
市
、気
仙
沼
市
、塩

竈
市
、名
取
市
、岩
沼
市
、東
松
島

市
、
大
崎
市
、
亘
理
町
、
山
元
町
、

女
川
町
、南
三
陸
町

平
成
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■
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
は

　

全
国
健
康
福
祉
祭
の
愛
称
で
、高
齢
者
を
中
心

と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
健
康
と
福
祉
の
総
合

的
な
祭
典
で
す
。昭
和
63
年
に
第
１
回
が
開
催
さ

れ
て
以
来
毎
年
開
催
さ
れ
、今
年
10
月
に
は
宮
城

県
で
第
25
回
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

来
年
10
月
に
は「
第
26
回
全
国
健
康
福
祉
祭
こ

う
ち
大
会 
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
２

０
１
３
」
と
し
て
、
高
知
県
内
９
市
６
町
１
村
で

24
種
目
の
競
技
等
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
、全
国
か
ら
４
０
０
人
以
上
の
選

手
を
始
め
、役
員
、観
客
、視
察
な
ど
多
く
の
関
係

者
が
来
市
す
る
予
定
で
す
。

日
　

程

　

平
成
25
年
10
月
26
日（
土
）〜
29
日（
火
）

※

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
27
日（
日
）、28
日（
月
）

場
　

所

　

安
並
運
動
公
園

　

（
四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム
・
補
助
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

■
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト

　

平
成
14
年
に
行
わ
れ
た
よ
さ
こ
い
高
知
国
体

の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
同
じ「
く
ろ
し
お
く
ん
」が
、今

大
会
も
マ
ス
コ
ッ
ト
を
務
め
ま
す
。

　

平
成
９
年
に
公
募
さ
れ
、土
佐
湾
沖
を
流
れ
る

黒
潮
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
は

　

昭
和
57
年
に
鳥
取

県
泊
村
の
教
育
委
員

会
が
中
心
と
な
り
考

案
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
と
呼
ば
れ
る
競
技

の
ひ
と
つ
で
、
近
年
、

全
国
的
に
愛
好
者
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

競
技
に
は
専
用
の
道
具
を
使
い
ま
す
。
ボ
ー
ル
は
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
も
の
よ
り
ひ
と
回
り
小
さ
い
直
径

６
㎝
。ク
ラ
ブ
の
長
さ
は
、80
㎝
前
後
で
、ゴ
ル
フ
の
パ

タ
ー
と
同
じ
く
ら
い
で
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
穴
で
は
な
く
ホ
ー
ル
ポ

ス
ト
と
い
う
直
径
36
㎝
の
輪
の
中
に
、い
か
に
少
な
い

打
数
で
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
か
を
競
い
ま
す
が
、
ボ
ー
ル

が
輪
の
中
で
静
止
し
た
状
態
の
こ
と
を
、
考
案
さ
れ
た

村
の
名
前
に
ち
な
ん
で
ト
マ
リ
と
い
い
ま
す
。

　

標
準
コ
ー
ス
は
４
種
類（
15
・
25
・
30
・
50
ｍ
）の
長
さ

の
ホ
ー
ル
が
、
各
２
ホ
ー
ル
ず
つ
合
計
８
ホ
ー
ル
と

な
っ
て
お
り
、大
会
な
ど
で
は
３
コ
ー
ス（
24
ホ
ー
ル
）

回
っ
て
ス
コ
ア
を
競
い
ま
す
。

■
実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

　

５
月
10
日
（
木
）
、「
第
26
回
全
国
健
康
福
祉

祭
こ
う
ち
大
会
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い

高
知
２
０
１
３
四
万
十
市
実
行
委
員
会
」
の

設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
各
関
係
機
関
の
代
表
者
な
ど
49
名

の
委
員
等
で
構
成
す
る
四
万
十
市
実
行
委
員

会
が
設
立
さ
れ
、
今
後
の
事
業
計
画
や
予
算

な
ど
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
競
技
・
式
典
の
運
営
方
法
な
ど
を
中

心
に
、
全
国
か
ら
来
市
さ
れ
る
選
手
や
関
係

者
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
お
迎
え
す
る
か
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
す
。

【問い合わせ先】ねんりんピック四万十市実行委員会事務局（保健介護課）　☎（３４）１１６５ 平
成
24
年
6
月
号

20



四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
　　親子ふれあい活動　1・2・3歳児対象

七夕製作①②③

　リング状に切った画用紙の土台に、みんなが作った織姫・
彦星を飾ろう。　願い事も考えてきてね！

①6月19日（火）②21日（木）③22日（金）
9:30 ～ 11:30
子育て支援センター

おもちゃを作って水あそび①②③

　ペットボトルの容器を使ってバケツやシャワーを作る
よ・・・お母さんと一緒にプールで遊ぼうね！
※空のペットボトルの容器（２L）があれば、洗って持って来
　てね！

①7月10日（火）、②12日（木）、③13日（金）　
9:30 ～ 11:30
子育て支援センター

※初めて参加を希望する人は、都合がありますので、事前に
ご連絡ください（活動内容によっては、ご遠慮をお願いす
る場合もあります）。①など番号がついている活動は、各日
程ごとにグループに分かれます。

　　その他の活動

ぴよちゃんクラブ①②　

〔はじめての水あそび〕

　①②グループ一緒にするョ。みんなでちゃぷちゃぷ・・初め

ての水あそびを楽しもう！

①7月9日（月）　9:30～11:30
子育て支援センター

お誕生会

　６月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いしよ

うね。

 ［ぴよちゃんクラブ］6月28日（木）　9：30～11：30
 ［1,2,3歳児］　　　  6月29日（金）　9：30～11：30
子育て支援センター

七夕まつり

　みんなでにぎやかに七夕まつりを楽しみましょう。歌や踊

りも一緒にするよ♪みんなの願い事もかなうといいね！

 ［ぴよちゃんクラブ］　7月3日（火）　9:30 ～11：30
 ［１、２、３歳児］　　    7月4日（水）　9:30 ～11：30
子育て支援センター

※7月5日（木）は、職員が研修会出席のためお休みさせてい
ただきます。

時

場
時

場

時

場

時

場

時

場

保 育 所 名

もみじ保育所

愛 育 園

あおぎ保育所

下 田 保 育 所

古津賀保育所

具 同 保 育 所 

八 束 保 育 所

東中筋保育所

月日

6月20日

7月11日

7月 5日

7月13日

7月11日

6月19日

7月12日

6月19日

6月19日

水

水

木

金

水

火

木

火

火

　　　時　間

10:00 ～ 11:00

9:30 ～ 10:30

9:30 ～ 10:30

10：00～ 11：00

10：00～ 11：00

9:30 ～ 10:30

9:30 ～ 10:30

9:30 ～ 11：00

駐車場

なし

なし

数台分有

〃

〃

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　0（35）3748

育児相談　相談日／月～金曜日 9:30～ 11：30、13:30～ 16:30
　子育てについて思っていること、悩んでいること等気軽
にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所しての相
談にも応じます。
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合があります。

※家庭相談員による育児相談も行っています。

　　　　（毎月第 3 木曜日　9:30 ～ 11:30）

た
い
肥
等
の
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
有
機
農
業
推
進
の
一
環
と
し
て
化
学
肥
料

に
頼
ら
な
い
土
づ
く
り
の
た
め
に
市
内
で
生
産
し
販

売
さ
れ
て
い
る
畜
産
た
い
肥
や
有
機
物
の
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
　

象
　

市
内
の
農
業
者
個
人
ま
た
は
団
体

■
助
成
対
象
期
間

　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

　

の
購
入
分

※

購
入
日
が
平
成
24
年
４
月
以
降
の
も
の
が
対
象
に

　

な
り
ま
す
。

■
助
成
内
容

・
た
い
肥
等
の
購
入
費
の
一
部
助
成

　

畜
産
堆
肥
・
も
み
が
ら
堆
肥
な
ど
の
購
入
費
の

　

１
／
３
以
内
を
助
成

　

（
上
限
額：

個
人
２
万
円
　

団
体
５
万
円
）

・
た
い
肥
等
散
布
委
託
費
の
一
部
助
成

　

農
作
業
受
託
組
織
等
へ
機
械
散
布
委
託
に
要
し
た

　

経
費
の
１
／
２
以
内
を
助
成

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

（
本
　
　

庁
）農
業
課 

農
業
振
興
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
７

　
　

（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
１
１
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6
平成24年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

6 （258冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

きみはいい子

万葉時代婚姻の研究

痛み

うふふな日々

がんばれ！ニッポンの商店街

キーワードで読む現代日本社会

３・１１から考える「家族」

ぼくが逝った日

中脇　初枝(中村出身)

栗原　弘(　〃　)

貫井　徳郎

あさの　あつこ

全国商店街を巡る会

中西　新太郎

真鍋　弘樹

ミシェル・ロスタン

うそついちゃったねずみくん

おつかいまなんかじゃありません

げんききゅうしょく　いただきます

ドレスを着た男子

バッタさんのきせつ

ぴたっとヤモちゃん

ペンギンがっしょうだん

よろしくともだち

上野　紀子

柏葉　幸子

つちだ　よしはる

デイヴィッド・ウォリアムズ

エルンスト・クライドルフ

石井　聖岳

斉藤　洋

降矢　なな

★ 

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た 

★

　

図
書
館
が「
子
ど
も
読
書
活
動
」優
秀
実
践
団
体
と
し
て
４
月
23
日
子

ど
も
読
書
の
日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
も
、図
書
館
を
積
極
的
に
応

援
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
　

　

四
万
十
市
は
面
積
が
広
く
、
図
書
館
か
ら
離
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
も

本
を
届
け
よ
う
と
、
平
成
６
年
か
ら
毎
月
保
育
所
や
各
学
校
を
巡
回
し

て
団
体
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
て
す
く
す
く
育
つ

よ
う
に
と
、乳
児
健
診
時
に
親
子
で
読
み
聞
か
せ
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
度
中
に
四
万
十
市
の「
子
ど
も
読
書
推
進
計
画
」を
作
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。     

　
　

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
June

６
月
11
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

18
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

25
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

29
日
（
金
）
館
内
整
理
日

７
月
２
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

９
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

16
日
（
月
）
定
　

休
　

日

市
立
墓
地（
城
北
霊
園
）永
代
使
用
の
希
望
者
募
集

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係（
霊
園
担
当
） 

（
３
４
）１
１
１
３

　
　
　
　
　
　

〒
7
8
7-

8
5
0
1　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
4-

1
0

　

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　

（
５
２
）１
１
１
１

申

込

対

象

者

市
立
墓
地
の
場
所

募

集

区

画

数

使

用

期

間

申
込
受
付
期
間

申

込

書

申

込

方

法

等

抽

選

予

定

日

本
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有
す
る
人
。

（
市
外
在
住
の
方
は
、墓
地
使
用
に
関
す
る
一
切
の
事
項
を
処
理
す
る
市
内
在
住
の
代
理
人

の
選
定
が
必
要
で
す
）

※
市
立
墓
地
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
四
万
十
市
立
墓
地
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

　

例
」お
よ
び「
同
施
行
規
則
」に
定
め
る
一
定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

中
村
丸
の
内
２
３
９
９-

２
ほ
か

未
使
用
区
画
１
区
画（
区
画
番
号：

38
）

※
霊
園
入
り
口
に
区
画
表
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、事
前
に
現
地
を
ご
確
認
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
永
代
使
用
料
…
45
万
円

・
管
理
手
数
料
…
３
１
５
０
円
／
年（
24
年
度
は
月
割
）

※
貸
付
時
に
お
い
て
永
代
使
用
料
お
よ
び
管
理
手
数
料（
５
年
分
）を
一
括
で
納
付
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

平
成
24
年
度
貸
付
日
か
ら
永
年
と
す
る
。

６
月
11
日（
月
）〜
29
日（
金
）ま
で
　

※
土
、日
除
く

（
郵
送
の
場
合
は
29
日
消
印
有
効
）

（
本
庁
）市
民
課
、（
総
合
支
所
）市
民
課
西
土
佐
市
民
国
保
分
室

※
郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、
宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
80
円
切
手
貼
付
の
こ

と
）を
同
封
し
て（
本
庁
）市
民
課
市
民
係
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

・
墓
地
使
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
左
記
申
し
込
み
先

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
申
込
は
、１
世
帯
に
つ
き
１
件
と
し
ま
す
。

・
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

７
月
10
日（
月
）午
前
10
時
〜

場
所:

市
役
所
３
階  

会
議
室
３
０
３
・
３
０
４

※
抽
選
者
は
申
込
者
お
よ
び
申
込
者
に
委
任（
要
委
任
状
）さ
れ
た
人
の
み
で
す
。

永

代

使

用

料

お

よ

び

管

理

手

数

料
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成
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～管理栄養士からのメッセージ～

作
り
方

（市民病院 管理栄養士　広井蓉子）

栄養成分【１人分】

エネルギー：166kcal

たんぱく質：20.3g

脂　　　質：3.8g

食塩相当量：1.5g

材料（2人分） 

■鉄欠乏性貧血は体内で、ヘモグロビンの材料となる鉄分が不足することが原因。しかし、鉄は吸収されにくい栄養
　素です。貧血予防には、鉄が多い食品を、吸収率を高める食品と一緒にとりましょう。また、酢や香辛料、梅干しな
　どを使った料理は、胃酸の分泌を高め、鉄の吸収率を高めてくれます。
◎鉄が豊富な食品
　レバー、まぐろ、かつお、あさり、ひじき、切り干し大根、ほうれん草など
◎鉄の吸収を高める栄養素
　たんぱく質・・・肉、魚、卵、大豆・大豆製品、牛乳・乳製品など
　ビタミンC・・・じゃがいも、いちご、キウイ、ピーマン、ブロッコリー、パセリ、しその葉など

＊梅ソースの材料＊ 

この梅ソースは、とても簡単に作れ、さっぱりしていて食べやす
く、茹でたり焼いたりした豚肉や鶏肉などとも相性抜群です。

かつお ………………約160g

しょうゆ(淡) ……小さじ1/2

酒 …………………小さじ1/3

オリーブ油………………少々

しその葉………………1/2枚

梅干し…大1個(または梅肉7g)

玉ねぎ ……………………50ｇ

にんにく …………… 1/2かけ

オリーブ油 ……… 小さじ1/2

しょうゆ(濃) …… 大さじ2/3

砂糖 ………………… 大さじ1

みりん …………… 小さじ1/2

だし汁 …………… 小さじ1/2

＊梅ソースの材料＊ 

①かつおは1～1.5㎝の厚さに切り、調味料で下味をつけておく。
②フライパンにオリーブ油を入れて熱し、かつおの表面にこんがりと焼
き色がつくまで焼く。

③かつおが焼けたら、皿に盛りつけ、上に梅ソースをかけ、千切りにした
しその葉を飾る。

かつおのソテー＊梅ソースがけ健康づくり編
貧血予防に… （所要時間：約20分）

＊梅ソースの作り方＊
1．玉ねぎは薄くスライス、にんにくはみじん切りにする。
　梅干しは、種を取り、包丁でたたいておく。
2．フライパンにオリーブ油、にんにくを入れて熱し、香りがたったら玉ねぎを
入れて炒め、取り出して冷ましておく。
3．調味料とだし汁を合わせ、その中に炒めた玉ねぎと梅肉を入れ混ぜる。

　

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
取
り
組
み

　

当
研
究
会
は
、全
国
か
ら
四
万
十
市

を
訪
れ
る
多
く
の
修
学
旅
行
生
に
つ

い
て
、カ
ヌ
ー
や
民
泊
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
通
じ
て
受
け
入
れ
を
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
18
団
体
、
延
べ
１
８
２

６
名
も
の
学
生
た
ち
を
受
け
入
れ
、い

ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
本
市
で
の

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

特
に
民
泊
で
は
、私
た
ち
の
日
常
が

学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
非
日
常
で
あ

り
、初
め
て
体
験
す
る
こ
と
ば
か
り
で

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
、受
け
入
れ

側
も
ま
た
、学
生
た
ち
か
ら
刺
激
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
民
泊
し
た
生
徒
か
ら
は「
も

う
１
つ
の
家
族
が
で
き
た
よ
う
で
、と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。も
し
機
会
が

あ
れ
ば
会
い
に
行
き
ま
す
」な
ど
お
礼

の
手
紙
も
届
い
て
い
ま
す
。も
っ
と
た

く
さ
ん
の
交
流
の
場
を
広
げ
る
た
め

に
民
泊
の
で
き
る
人
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
は
今
年
度
も
す
で
に
始

ま
っ
て
お
り
、
５
月
16
日
（
水
）
、
岡
山

大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
の
２
年

生
25
名
が
、
四
万
十
市
観
光
協
会
か
ら

佐
田
沈
下
橋
ま
で
の
往
復
16
㎞
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
真
夏
日
並
み
の
気
温
の
中
、

学
生
た
ち
は
懸
命
に
自
転
車
を
走
ら

せ
、
途
中
、
四
万
十
川
の
河
原
に
下
り

て
川
遊
び
を
し
な
が
ら
、約
２
時
間
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
満
喫
し
ま
し
た
。サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
終
え
た
生
徒
た
ち
は

「
木
陰
の
下
り
坂
が
気
持
ち
良
か
っ

た
」「
河
原
で
遊
ん
だ
の
が
楽
し
か
っ

た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
広
報
誌
等
を
通
じ
、研
究
会

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

研
究
会
の
活
動
等
詳
し
く
知
り
た
い

人
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会

（
観
光
課
）

☎（
３
４
）１
７
８
３

サイクリング体験
(5月16日・岡山大学教育学部附属中学校)
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第
62
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

第
62
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

第
62
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
強
調
月
間
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域

社
会
を
築
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
行
動
目
標
を「
①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ

う
②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
地
域
社
会
で
支
え
よ
う
③
こ
れ
ら
の
点
に

つ
い
て
、
地
域
社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
よ
う
」
と
し
、
重
点
事
項
に

「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ
い
て
の
理
解
促
進
」「
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤

づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進
」を
掲
げ
、全
国
的
に
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

【
実
施
委
員
会
の
主
な
メ
ン
バ
ー
】

　

保
護
司
会
、人
権
擁
護
委
員
、四
万
十
わ
か
ば
更
生
保
護
女
性
会
、区
長
会
、身
体
障

　

害
者
連
盟
、民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、中
村
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
、連
合
婦

　

人
会
、中
村
警
察
署
、社
会
福
祉
協
議
会
、四
万
十
市
、四
万
十
市
教
育
委
員
会
な
ど

６
月
は
高
知
県
の

「
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」
で
す

６
月
は
高
知
県
の

「
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」
で
す

６
月
は
高
知
県
の

「
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」
で
す

　

県
で
は
「
高
知
県
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
条
例
」
に
よ
り
、
６

月
を「
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
と
い
う
と
、
な
ん
だ
か
と
て
も
難
し
い
こ
と
の
よ

う
に
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
い
う
固
定
的

な
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
男
女
が
お
互
い
に
社
会
の
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合
う
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
意
思
と
責
任

で
自
由
に
生
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
が
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■
家
庭
で
は

◎
最
近
は
、
結
婚
後
や
出
産
後
も
仕
事
を
続
け
る
女
性
が
増
え
て
い

　

ま
す
。

　

で
も
、
い
ま
だ
に
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
家
庭
の
こ
と
は
女
性
の

　

仕
事
と
考
え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
家
庭
の
仕
事
を
家
族
み

　

ん
な
で
協
力
し
て
支
え
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
家
や
車
の
購
入
、子
育
て
の
こ
と
な
ど
、重
要
な
こ
と
を
決
め
る
と

　

き
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
話
し
合
っ
て
お
互
い
の
意
見
を
聞
き
ま

　

し
ょ
う
。

■
職
場
で
は

◎
企
画
会
議
な
ど
意
思
決
定
の
場
に
男
女
が
対
等
に
参
画
し
、
個
性

　

と
能
力
を
生
か
せ
る
職
場
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

◎
最
近
は
、子
育
て
を
楽
し
み
た
い
と
願
う
男
性
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

男
性
も
女
性
も
、
仕
事
と
子
育
て
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
え
る
職
場

　

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。

■
地
域
で
は

◎
町
内
会
な
ど
、地
域
で
重
要
な
こ
と
を
決
め
る
場
に
、男
女
が
と
も

　

に
参
画
し
、地
域
活
動
に
多
様
な
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

【
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）人
権
啓
発
課
　

☎（
３
５
）１
０
３
５

（
県
）県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課
　

☎
０
８
８（
８
２
３
）９
６
５
１

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
ソ
ー
レ
　

☎
０
８
８（
８
７
３
）９
１
０
０

全
国
共
通
人
権
相
談

ダ
イ
ヤ
ル

み
ん
な
の
人
権

１
１
０
番

全
国
共
通
人
権
相
談

ダ
イ
ヤ
ル

み
ん
な
の
人
権

１
１
０
番

全
国
共
通
人
権
相
談

ダ
イ
ヤ
ル

み
ん
な
の
人
権

１
１
０
番

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

法
務
局
の
常
設
相
談
所
の
電
話
番

号
を
全
国
統
一
の
番
号
と
し
、
相
談

者
か
ら
の
電
話
の
発
信
地
域
に
応

じ
て
、
最
寄
り
の
法
務
局
に
つ
な
げ

る
こ
と
で
、
人
権
相
談
を
よ
り
利
用

し
や
す
い
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

■
時
間   

　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
電
話
番
号（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０‐

０
０
３‐

１
１
０

　

（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と

　

お
ば
ん
）

※

Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら

　

は
ご
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

■
取
扱
内
容

　

差
別
待
遇
、
暴
行
、
虐
待
、
セ
ク
ハ

　

ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
い
じ
め
、
体
罰
、

　

名
誉
毀
損
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

　

等
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

　

る
相
談

※

相
談
は
無
料
，秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

　

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

     

　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
知
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

　

☎
０
８
８（
８
２
２
）３
５
０
３

・出発式

　　場所：市役所駐車場

・街頭啓発

　　フジグラン四万十

　　サニーマート

　　天神橋アーケード

・ 無縁墓地の清掃　

・ 市内一斉健全育成パトロール

・ 市内巡回広報

・講演会　7/14（土）

　　時間　13時30分～15時00分

　　場所　中央公民館１階大会議室

　　講師　高知ＢＢＳ連盟会長

　　演題　「社会を明るくする
　　　　　　運動とBBS運動」　　

・出発式

　　場所：西土佐総合支所

・市内巡回広報

　　(啓発パンフレット配布)

・ 有線放送による取り組みの啓発

・研修会　7/28（土）

　　時間　19時00分～19時30分

　　場所　中央公民館１階大会議室

　　講師　中村警察署

　　演題　「非行の現状と
　　　　　　対策について」

【
各
地
域
の
活
動
内
容
】

中村地域

活　動　内　容

西土佐地域

活　動　内　容

【問い合わせ先】
（市）人権啓発課　☎（35）1035
（市）教育委員会 西土佐事務所　☎（52）1110

平
成
24
年
6
月
号

24



第1回 男性の料理教室 　

こ
の
頃
話
題
の
弁
当
男
子
を
め
ざ
し
ま
せ
ん

か
。

　

お
手
製
の
弁
当
で
楽
し
い
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
♪

日
　

時
　

６
月
30
日（
土
）10
時
〜
12
時
30
分

　

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る
こ

　
　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

２
階
調
理
室

講
　

師
　

谷
崎 

佐
千
代
　

対
象
者
　

市
内
居
住
の
男
性

定
　

員
　

10
人

材
料
費
　

６
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん（
３
枚
）、筆
記
用
具

内
　

容
　

〜
す
ぐ
に
役
立
つ
お
弁
当
作
り
〜

　
　
　
　

お
に
ぎ
り
、牛
肉
の
し
ぐ
れ
煮
、卵
焼
き

　
　
　
　

パ
ス
タ
の
サ
ラ
ダ
、
じ
ゃ
が
い
も
の
ホ

　
　
　
　

イ
ル
焼
き

申
込
方
法
　

本
人
に
限
り
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
付

受
付
期
間
　

６
月
13
日（
水
）〜

　
　
　
　
　

９
時
〜
12
時
／
13
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
土
・
日
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

教
室
・
講
座

働く婦人の家　☎（34）6299問 申

毎月第３木曜日は
「通学路安全の日」です！
　毎年、中村警察署管内では、声
かけやつきまとい等の不審者情
報が寄せられています。
　また、県外では小学生児童の列
に自動車が突っ込み、死傷者が出
る交通事故も発生しています。
　児童の登下校時間帯は、子ども
たちが犯罪や交通事故の被害者
になりやすい時間帯であるとい
えます。
　そこで毎月第３木曜日を「通学
路安全の日」として、登下校中の
子どもたちの見守り活動を実施
しています。
　散歩や買い物中などの日常生
活において、無理のない範囲での
見守り活動をお願いします。
　地域の子ども達の安全は地域
で見守りましょう。
※県内の不審者情報は県警のホーム

　ページに掲載しています。（被害者

　の都合などにより全ての情報を掲

　載しているわけではありませんの

　でご了承ください）

問 中村地区地域安全協会
　 (中村警察署内)
　 ☎（34）0110

　

児
童
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
相
談
で
き

る
よ
う
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
や
家
庭
、
友
達
関
係
の
悩
み
ご
と
な
ど
、
何

で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　

６
月
25
日（
月
）〜
７
月
１
日（
日
）

時
　
　

間
　

８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
　

※
土
、日
曜
日
は
10
時
〜
17
時

開
設
場
所
　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　
　

（
高
知
市
栄
田
町
２
‐
２
‐
1
0　

　
　
　
　
　

高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎
）

電
話
番
号（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　

　

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０
　
　

   

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

取
扱
内
容
　

　

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
等
子
ど
も
を
め
ぐ

　

る
人
権
問
題

　

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す

相
　

談

全国一斉「子どもの人権110番」強化週間

高知地方法務局 人権擁護課　☎088（822）3503問

ジェトロ高知（担当：松浦、渡部）　

☎ 088(823)1320　 E-mail : KOC@jetro.go.jp
問

　

ジ
ェ
ト
ロ（
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機

構
）
高
知
の
主
催
に
よ
り
、
貿
易
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
招
い
て
の
個
別
貿
易
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

貿
易
実
務
の
基
礎
、
取
引
先
の
発
掘
方
法
、
契
約

交
渉
や
契
約
書
作
成
に
お
け
る
留
意
点
な
ど
貿

易
実
務
に
関
す
る
具
体
的
な
質
問
や
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。こ
の
機
会
を
是
非
と
も
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

６
月
18
日（
月
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

会
　

場
　

市
役
所 

３
階
会
議
室
３
０
５

参
加
費
　

無
料（
事
前
予
約
制
）

回
答
者
　

馬
場
正
修〔
貿
易
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
〕

　
　
　
　
　

（
専
門
分
野：
貿
易
実
務
全
般
、中
国
・
香
港
・
台
湾

　
　
　
　
　

  

を
中
心
と
し
た
事
業
戦
略
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）

定
　

員

　

先
着
４
社
で
、相
談
時
間
は
１
社
に
つ
き
最
長

　

60
分
で
す
。
右
記
日
時
の
う
ち
、
ご
希
望
の
時

　

間
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　

６
月
14
日
（
木
）
ま
で
に
下
記
ま
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

相
　

談

貿易アドバイザーによる個別貿易相談会

平
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問
幡多けんみん病院（経営企画課)　☎0880(66)2222（代表）
（市）保健介護課　☎(34)1823

教
室
・
講
座

催
　

し

四万十川国際音楽祭2012 中村交響楽団 第80回定期演奏会 　

第
80
回
の
節
目
と
な
る
今
年
は
、
著
名
な
バ

イ
オ
リ
ン
奏
者
・
大
谷
康
子
さ
ん
を
迎
え
、
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
大
作
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

音
楽
祭
な
ら
で
は
の
価
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

７
月
15
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
開
演（
開
場：
12
時
30
分
）

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

曲
　

目
　

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

：

序
曲 

劇
場
支
配
人

　
　
　
　
　
　
　

 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
５
番

　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー：

交
響
曲
第
５
番
ハ
長
調

チ
ケ
ッ
ト
　

　

（
前  

売
）一
　
　
　

般：

１
千
円
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下：

５
百
円

　

（
当  

日
）各
２
百
円
増

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

市
立
中
央
公
民
館
、
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
、
教

　

委
西
土
佐
事
務
所
、
ア
ピ
ア
さ
つ
き
、
サ
ニ
ー

　

マ
ー
ト
四
万
十
店
、
市
内
楽
器
店
、
鈴
ハ
イ

　

ヤ
ー
、
澤
近
画
廊
、
総
合
衣
料
田
中
屋
、
ド
コ

　

モ
シ
ョ
ッ
プ
四
万
十
東
店
、
土
佐
く
ろ
し
お

　

鉄
道
中
村
駅
売
店

いやしの里からのお知らせ
■
開
業
10
周
年
記
念 

ご
優
待

　
　

四
万
十
い
や
し
の
里
で
は
、
来
月
７
月
２
日

　

に
開
業
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
　

そ
こ
で
10
周
年
を
記
念
し
、レ
ス
ト
ラ
ン「
山

　

川
海
」で
は
、７
月
１
日（
日
）〜
10
日（
火
）の
間
、

　

通
常
１
５
０
０
円
の『
山
川
海
弁
当+

温
泉
入
浴

　

付
』
の
昼
食
A
プ
ラ
ン
を
１
０
０
０
円
に
て
ご

　

提
供
し
ま
す
。

　
　

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

　

す
。

■
休
館
に
つ
い
て

　
　

「
四
万
十
い
や
し
の
湯
」お
よ
び
レ
ス
ト
ラ
ン

　

「
山
川
海
」
の
機
械
設
備
点
検
等
の
た
め
、
６
月

　

18
日
（
月
）
９
時
〜
21
日
（
木
）
15
時(

レ
ス
ト
ラ

　

ン
は
17
時
ま
で
）の
間
休
館
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

問 四万十いやしの里　☎（31）5111

第8回 幡多ふれあい医療公開講座
日
　

時
　

６
月
17
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
開
場
、13
時
30
分
開
始

場
　

所
　

宿
毛
市
立
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

内
　

容

　

「
〝
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
〞

　

 

　

ひ
ざ
の
痛
み
に
つ
い
て
」

　
　

幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

整
形
外
科
副
医
長
　

小
松 

誠 

　

「
高
齢
者
の
骨
折
に
つ
い
て
」

　
　

幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

整
形
外
科
医
長
　

北
岡 

謙
一

参
加
費
　

無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

教
室
・
講
座

働く婦人の家講座

問 四万十川国際音楽祭実行委員会(市立中央公民館内)　☎（34）7311

働く婦人の家　☎（34）6299問 申

対象者　市内に居住または勤務する女性　　　　　　　受講料　いずれも無料　
申込方法　本人に限り窓口・電話で受付（9時 ～ 12時、13時～17時15分／土・日を除く）　※定員になり次第締め切り

ヒーリング・ヨガ

7月3日、17日、31日
8月7日、21日

（いずれも火曜日、
全5回）

働く婦人の家
2階 和室

野村 厚子 6月18日(月)～

6月25日(月)～

7月2日(月)～

飲物、バスタオル
※ヨガマットを
　お持ちの人は
　ご持参ください

古タオル、古新聞、絵具

柿内 由美子

柏原 啓一

働く婦人の家
２階 図書室

働く婦人の家
２階 講習室Ａ

7月5日～19日
毎週木曜日
（全3回）

7月13日、20日
金曜日
（全2回）

19時～
20時30分

19時～21時

19時～21時

パッチワーク
（初心者対象）

絵手紙Ⅰ

12人

12人

16人

【注】講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。

日　程【注】 時　　間 定 員 場　　所 講　　師 用意するもの 申込期間

裁縫道具、紙切りハサミ、
鉛筆、ものさし
作品：ログキャビンの袋
材料費：2,300円程度〔

〔

大谷康子さん
〔Photo 尾形正茂〕
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募
　

集

催
　

し

知ろう！誇ろう！伝えよう！四国のたから市 in 四万十
ＳＯＭＥＴＨＩＮＧ ＮＥＷ 2012 　

幡
多
を
は
じ
め
四
国
の
地
域
産
品
等
の
物
産

市
や
著
名
人
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ
て
、

地
域
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
を
集
客
し
、
本

市
で
交
流
を
深
め
よ
う
と
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が

同
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

程
　

６
月
23
日（
土
）

場
　

所
　

市
立
安
並
運
動
公
園

　
　
　
　

体
育
館
お
よ
び
体
育
館
隣
接
駐
車
場

■
知
ろ
う
！
誇
ろ
う
！
伝
え
よ
う
！

　

四
国
の
た
か
ら
市
in
四
万
十
　

　

特
産
品
や
グ
ル
メ
な
ど
地
域
の
〝
宝
〞
が
大

　

集
合
！

時
　

間
　

11
時
〜
17
時

■
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ 

２
０
１
２

　

著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
！

出
　

演
　

中
西
圭
三

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ａ（
ジ
ャ
モ
ー
サ
）

　
　
　
　

竹
内
藍

時
　

間
　

18
時
〜
20
時（
開
場：

17
時
）

チ
ケ
ッ
ト
　

前
売：

３
千
５
百
円

　
　
　
　
　

当
日：
４
千
円

※
前
売
り
券
は
、四
万
十
市
観
光
協
会
、中
村
商

　

工
会
議
所
ほ
か
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
詳
し

　

く
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市立児童館 夏季キャンプ

問問
市立児童館（火～土曜日の10時～17時に受付）　　　　　　  ☎（34）2232
市立中央公民館（月～金曜日の8時30分～17時15分に受付）　☎（34）0130

問
（社）中村青年会議所（四万十市中村小姓町46　中村商工会議所内）　
☎（34）2692（平日10時～15時）

　

児
童
館
で
は
、
健
全
な
遊
び
を
と
お
し
て
、
児

童
の
健
康
を
増
進
し
、心
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。今
年

も
、
夏
休
み
の
野
外
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
生
涯

学
習
課
と
合
同
で
、一
泊
二
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
行

い
ま
す
。

目
　

的

　

①
親
元
か
ら
離
れ
た
場
所
で
の
生
活
を
送
る

　
　

こ
と
で
、自
立
心
や
、社
会
性
を
養
う
。

　

②
集
団
生
活
を
送
る
こ
と
で
、ル
ー
ル
の
大
　

　
　

切
さ
を
学
び
、仲
間
意
識
を
高
め
る
。

期
　

日
　

７
月
26
日（
木
）〜
27
日（
金
）

場
　

所
　

旧
竹
屋
敷
小
学
校

交
　

通
　

公
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台（
30
分
程
度
）

対
象
者
　

市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
〜
中
学
３

　
　
　
　

年
生

定
　

員
　

35
人
程
度

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
、抽
選
を
行
い
ま
す
。

参
加
費
　

無
料

申
込
方
法

　
　

市
立
中
央
公
民
館
と
、市
立
児
童
館
に
申
込

　

用
紙
を
配
置
し
て
い
る
の
で
、必
要
事
項
と
保

　

護
者
の
捺
印
を
し
て
、申
込
期
間
内
に
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
１
〜
３
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
（
１
組
）
で
の
申

　

し
込
み
が
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
　

６
月
11
日（
月
）〜
23
日（
土
）

■
７
月
５
日
ご
ろ
に
参
加

　

決
定
通
知
書
と
、
キ
ャ
ン

　

プ
の
し
お
り
を
郵
送
し

　

ま
す
。
な
お
、
参
加
決
定

　

者
は
、
７
月
14
日
（
土
）
10

　
時
か
ら
市
立
児
童
館
遊

　

戯
室
で
、
打
ち
合
わ
せ
を

　

行
う
予
定
で
す
。

第55回 金婚夫婦祝福式典
■
主
　

催
　

高
知
新
聞
社
、Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送

　
　
　
　
　

高
知
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

■
日
　

時
　

９
月
１
日（
土
） 

14
時
開
始

■
場
　

所
　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

■
資
　

格

　

昭
和
37
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で

　

に
婚
姻
届
を
し
て
い
る
高
知
県
在
住
の
ご
夫
婦

　

（
そ
れ
以
前
の
届
け
出
で
も
初
め
て
申
し
込
む

　

人
は
可
）。

※

事
情
に
よ
り
婚
姻
届
け
出
が
遅
れ
た
人
は
高
知

　

新
聞
社 

☎
０
８
８(

８
２
５)

４
３
２
８
ま
で
ご

　

相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

・
〒
７
８
０-

８
６
６
６(

住
所
不
要
）

　

（
株
）高
知
新
聞
企
業 

事
業
企
画
部「
金
婚
式
」係

　

６
月
25
日（
月
）必
着

・
四
万
十
市
役
所 

保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係

　

６
月
21
日（
木
）必
着

・
西
土
佐
総
合
支
所 

保
健
課

　

６
月
19
日（
火
）必
着

■
必
要
書
類

・
ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本(

婚
姻
届
の
年
月
日
・
生

　

年
月
日
の
記
入
の
あ
る
も
の
、謄
本
で
も
可)

・
便
せ
ん
に
ご
夫
婦
の
郵
便
番
号
、
住
所(

ふ
り
が

　

な)

、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

　

号
、結
婚
記
念
日
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※

８
月
中
旬
ご
ろ
高
知
新
聞
社
よ
り
は
が
き
で
ご

　

案
内
が
あ
り
ま
す
。

催
　

し

問 申
（本　　庁）保健介護課 長寿介護係　☎（34）1165
（総合支所）保健課　　　　　　　　 ☎（52）1132
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

中村養護学校 公開授業ウィーク 　

中
村
養
護
学
校
は
、
小
学
部
、
中
学
部
、
高
等
部
、

訪
問
学
級
の
あ
る
特
別
支
援
学
校（
知
的
障
害
・
肢

体
不
自
由
）
で
す
。児
童
生
徒
た
ち
は
社
会
自
立
に

向
け
て
、
日
々
い
ろ
い
ろ
な
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
や
学
校
の
こ
と
、
授
業
に

つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
、学
校
は
常
に
公
開
し
て
い
ま
す
が
、特
に
、

左
記
の
期
間
を
公
開
授
業
ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
待
っ
て
い
ま
す
。

※
み
な
さ
ん
に
参
観
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

　

授
業
を
見
直
す
機
会
に
も
し
て
い
き
た
い
と
考

　

え
て
い
ま
す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
も
ご
協

　

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時
　

６
月
18
日（
月
）〜
22
日（
金
）

　
　
　
　

８
時
50
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
　

（
月
・
水
／
小
学
部
は
14
時
35
分
ま
で
）

場
　

所
　

県
立
中
村
養
護
学
校（
古
津
賀
３
０
９
１
）

防衛省 平成24年度各種自衛官採用試験 募
　

集

問問
四国電力株式会社　津賀ダム管理事務所　  ☎0880（27）5314
　　　　　　　　　佐賀取水堰管理事務所  ☎0880（22）0069

問 自衛隊四万十地域事務所　☎（35）3096

問
 県立中村養護学校　☎（34）1511  FAX（34）1625
（担当　西尾・中澤）

　

今
年
も
出
水
期
に
入
り
、集
中
豪
雨
や
台
風
の

発
生
す
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

津
賀
ダ
ム
（
古
味
野
々
ダ
ム
）
お
よ
び
佐
賀
取

水
堰（
家
地
川
え
ん
堤
）で
は
、こ
れ
ら
の
出
水
に

備
え
、設
備
の
点
検
・
整
備
を
行
い
、事
故
未
然
防

止
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

  

ダ
ム
・
取
水
堰
か
ら
放
流
す
る
場
合
に
は
、下
流

の
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
、警
報
車
お
よ
び

防
災
無
線
（
西
土
佐
地
域
）
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、放
送
な
ど
を
聞
い
た
時
に
は
、

●
家
族
（
特
に
子
ど
も
）
で
川
の
方
へ
行
っ
て
い

　

る
人
は
い
な
い
か

●
河
原
に
干
物
な
ど
お
い
て
い
な
い
か

●
舟
は
安
全
な
場
所
に
つ
な
い
で
い
る
か

な
ど
、
今
一
度
確
認
を
行
っ
て
、
水
に
よ
る
事
故

や
災
害
の
防
止
に
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
沈
下
橋
の
通
行
に
つ
い
て
は
、
特
に
安

全
を
確
認
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

津
賀
ダ
ム
放
流
量
、
佐
賀
え
ん
堤
放
流
量
、
昭
和

測
水
所
水
位
等
の
情
報
は
左
記
の
電
話
番
号
で

放
送
し
て
い
ま
す
。

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

　

０
１
２
０（
２
７
）５
４
３
０
　

小学部　生活単元学習（調理）

中学部　生活単元学習（布紙工）

ダム・取水堰の放流にご注意
しゅすいぜき

※防衛大学校学生および防衛医科大学校学生（25年4月1日現在18歳以上21歳未満）は
　9月3日～10月1日の間受付を行います。

募集種目 受付期間 １次試験期日 受験資格等 試験会場

25年4月1日現在
18歳以上27歳未満

※任期満了時に特例　
　退職手当があります。

四万十市防災センター
および高知駐屯地

四万十市
防災センター

高知合同庁舎
9階会議室

高知学芸進学
アカデミー

高知駐屯地

25年4月1日現在
18歳以上27歳未満

25年4月1日現在
18歳以上21歳未満

25年4月1日現在
18歳以上24歳未満

9月17日および
9月23日・29日・30日
の内1日

9月24日（月）

男女共通
9月17日(月)

男女共通
9月22日(土)

男女共通
10月20日(土)

男子：受付中

女子：8月1日～
9月7日

8月1日～
9月7日

9月3日～
10月1日

自衛官候補生
(男･女)

（任期制自衛官）

一般曹候補生
（非任期制自衛官）

航空学生
(パイロット養成)

看護学生
(看護師養成)
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定期相談所

（本　　庁）総務課
☎（34）1804

日本政策金融公庫
高知支店 
農林水産事業
☎ 088(825)1091

行政相談所

無料農業経営相談
（偶数月第4木曜日開催）

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

社会福祉センター
６月20日（水）
13時～16時

JA高知はた
本所 3階

６月28日（木）

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田二三生 ☎(35)6414
　　　　　正木　卓夫 ☎(37)2560

農業に関する借入相談、経営全
般に関するお悩みなどの相談
（要事前予約）

　

四
万
十
市
民
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち

は
！

　

は
じ
め
ま
し
て
、
平
成
24
年
度
の
国

際
交
流
員
の
劉
長
生
と
申
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
私
は
今
ま
で
の
四
万
十
市
国
際

交
流
員
の
中
で
、
中
国
か
ら
15
人
目
、安

徽
省
か
ら
は
５
人
目
と
な
り
ま
す
。

　

出
身
は
省
都
の
合
肥
市
で
、
東
南
大

学
で
日
本
語
科
を
専
攻
し
て
い
ま
し

た
。卒
業
後
す
ぐ
、現
在
の
勤
務
先
で
あ

る
安
徽
三
聯
学
院
に
就
職
し
、
今
ま
で

12
年
余
り
継
続
し
て
日
本
語
の
教
師
を

し
て
お
り
ま
す
。そ
の
間
、広
西
大
学
の

大
学
院
に
入
学
し
て
、
日
本
語
の
翻
訳

と
通
訳
を
専
攻
し
、
修
士
課
程
を
修
了

し
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
に
来
る
前
は
、
大
学
講
師

と
し
て
大
学
の
１―

４
学
年
を
対
象

に
、主
に「
基
礎
日
本
語
」や「
高
級
日
本

語
」「
翻
訳•

通
訳
」
な
ど
と
い
っ
た
科

目
を
担
当
し
、
真
面
目
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
の
家
族
は
中
国
で
は
ご
く
普
通
の

核
家
族
で
す
。一
人
の
男
の
子
が
お
り
、

今
年
５
歳
で
す
。
今
幼
稚
園
に
通
っ
て

お
り
ま
す
。
妻
は
同
じ
大
学
の
日
本
語

学
部
で
日
本
語
を
教
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、四
万
十
市
に
着
い
て
か
ら
、こ

の
目
と
耳
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
感

じ
た
こ
と
や
、生
活
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
ち
ら
に
来
て
ま
だ
１
ヶ
月
余
り
で

す
が
、
本
当
に
楽
し
く
充
実
し
た
生
活

を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
一
番
印
象
深
く

感
じ
た
の
は
、
空
気
が
非
常
に
き
れ
い
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。何
日
間
も
た
っ
て
も
、

皮
靴
な
ど
の
手
入
れ
を
怠
け
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。緑
い
っ
ぱ
い
の
山
が
、澄
ん
だ
川

と
一
体
に
な
っ
て
い
る
様
子
は
、
静
か
で

落
ち
着
い
て
最
高
で
す
。

　

そ
し
て
ま
た
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
山

や
川
だ
け
で
な
く
、
人
の
気
持
ち
も
た
い

へ
ん
き
れ
い
だ
と
実
感
致
し
ま
し
た
。

　

先
日
は
、竹
屋
敷
の
あ
め
ご
祭
り
や
、土

佐
一
條
公
家
行
列「
藤
祭
り
」と
い
っ
た
日

本
伝
統
文
化
の
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
、
四
万
十
市
周
辺
で
は
大
月

町
、宿
毛
市
な
ど
を
見
物
し
、土
佐
清
水
市

で
は
小
夏
狩
り
も
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。本
当
に
、高
知
県
の
悠
久
た
る
歴

史
文
化
と
風
光
明
媚
な
自
然
風
景
を
満
喫

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
の
仕
事
へ
の
展
望
に
つ

い
て
で
す
。

　

今
回
四
万
十
市
で
交
流
の
仕
事
に
携
わ

る
こ
と
を
私
は
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

常
に
新
た
な
出
会
い
は
心
の
絆
だ
と
意
識

し
な
が
ら
、
中
日
友
好
交
流
を
目
指
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
一
年
間
中
国
語
や
中
国
文
化
を
紹

介
し
た
り
、
学
校
訪
問
を
し
た
り
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
中
国
へ
の
理
解

を
深
め
、
国
際
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く

と
同
時
に
、
私
も
沢
山
の
日
本
の
行
事
な

ど
を
通
し
て
、
日
本
文
化
を
よ
り
深
く
理

解
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
可
能

な
限
り
四
万
十
市
民
の
皆
さ
ま
と
親
し
く

友
達
に
な
り
、お
互
い
に
交
流
し
て
、楽
し

く
過
ご
し
た
い
で
す
。

　

今
年
は
中
日
国
交
正
常
化
40
周
年
の
節

目
に
当
た
り
、
安
徽
省
と
高
知
県
の
間
だ

け
で
な
く
、
中
日
両
国
の
全
て
の
分
野
に

お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
友
好
交
流
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私

も
精
一
杯
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
出
会
い
は
心
の
絆
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

劉 

長
生 

で
す

り
ゅ
う
　

   

ち
ょ
う
せ
い

赤鉄橋にて

　国際交流員は生涯学習課主催の
中国語講座の講師や、市内の学校、
各種団体に出向いて、市民の異文化
理解のための講演や交流活動など
を行っています。
　中国について興味があり、学習し
たい団体には、国際交流員を派遣す
ることができます。

【問い合わせ先】
（市）企画広報課　☎(34)1129

6月実施の統計調査

【問い合わせ先】（県）総務部 統計課　☎ 088(823)9344

調　査　名 調　査　該　当　地　区
家計調査

家計消費状況調査

毎月勤労統計調査（二種）

個人企業経済調査

労働力調査

右山元町２～３丁目、駅前町、一条通３～５丁目

不明※国主管の調査のため該当地区の詳細は不明です

中村東町、中村於東町、中村新町、中村一条通、中村大橋通

西土佐

三ツ又、楠島



　

４
月
１
日
か
ら
開
催
さ
れ

た「
第
32
回
全
日
本
学
童
軟
式

野
球
大
会
高
知
県
予
選
兼
第

36
回
鯉
の
ぼ
り
大
会
」に
お
き

ま
し
て
、見
事
87
チ
ー
ム
の
頂

点
に
立
ち
、８
月
12
日
か
ら
６

日
間
、東
京
明
治
神
宮
野
球
場

他
で
全
国
47
都
道
府
県
の
代

表
51
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
る「
高
円
宮
賜
杯
第
32

回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大

会
（
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
）
」
に
高
知
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

同
大
会
へ
の
出
場
が
決

ま
っ
て
か
ら
は
、今
ま
で
に
も

増
し
て
監
督
、コ
ー
チ
の
熱
い

指
導
の
も
と
、「
小
学
生
の
甲

子
園
」と
呼
ば
れ
る
こ
の
大
会

で
の
１
勝
を
目
標
に
日
々
厳

し
い
練
習
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

（
投
稿：

中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
保
護
者
会
）

■
団
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

主
に
中
村
南
小
学
校
で
週
３
〜
４
回
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

野
球
に
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
第
21
回
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
総
合
交
流
大
会
で
中
村
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
、「
オ
リ
ン
ポ
ス
四

万
十
杯
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
杯
は
西
土
佐
出
身
の
故
・
横
山
高
史
さ
ん
を
か
た
ど
っ

た
も
の
で
す
。横
山
さ
ん
は
走
り
高
跳
び
で
国
体
等
に
出
場

す
る
な
ど
、
陸
上
競
技
で
活
躍
し
ま
し
た
。
現
役
引
退
後
は

西
土
佐
Ｊ
Ａ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
、
数
多
く
の
選
手
を
指
導
し
、

青
少
年
の
健
全
育
成
や
陸
上
競
技
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し

た
が
、
一
昨
年
、
事
故
に
よ
り
亡
く
な
り
ま
し
た
（
享
年
49

歳
）。

　

ご
家
族
と
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

横
山
さ
ん
の
功
績
を
称
え
、後
世
へ
そ
の
思
い
を
託
し
た
優

勝
杯
が
創
設
さ
れ
、県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
交
流
大
会
の

陸
上
競
技
の
部
総
合
優
秀
チ
ー
ム
に
授
与
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

中
村
Ｊ
Ａ
Ｃ
は
、
６
種
目
で
優
勝
し
た
ほ
か
、
そ
の
他
各

種
目
に
お
い
て
上
位
入
賞
と
い
う
好
成
績
を
修
め
ま
し
た
。

　

市民のひろば

報　告報　告

中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　

　

県
大
会
優
勝
・
　
　
　

　

全
国
大
会
出
場
決
定

中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　

　

県
大
会
優
勝
・
　
　
　

　

全
国
大
会
出
場
決
定

中
村
J
A
C

オ
リ
ン
ポ
ス
四
万
十
杯 

受
賞

横山さんが現役時代に
高飛びのバーを飛び越
える姿をかたどったト
ロフィー。現在、東山小
学校にて展示中。

中村JAC（ジュニア・アスリート・クラブ）
第21回 高知県スポーツ少年団総合交流大会
（4月29日開催）陸上競技の部総合優秀チーム

　

（
社
）
ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会

で
は
、
会
員
ま
た
は
、
四
万
十
川
学
遊

館
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
所
有
者
を
対
象

と
し
て
ネ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
研
究
会

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
で
は
、
年
１
〜
２
回
、
会
員

が
ト
ン
ボ
自
然
公
園
な
ど
で
撮
影
し

た
作
品
を
持
ち
寄
っ
て
開
催
す
る
作

品
展
示
会
を
通
し
て
、
自
然
環
境
保

全
に
対
す
る
社
会
の
関
心
向
上
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
で
の
撮
影
の
際

は
、
会
員
の
都
合
に
合
わ
せ
、
現
地
案

内
や
撮
影
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
、

（
社
）
ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
の

職
員
が
行
い
、
ウ
ェ
ー
ダ
ー
等
、
撮
影

上
で
必
要
と
な
る
用
具
に
つ
い
て
も
、

適
宜
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

　

四
万
十
川
学
遊
館
セ
ミ
ナ
ー
室
に

お
い
て
本
会
会

員
相
互
の
親
睦

と
、
撮
影
技
術
向

上
を
目
的
と
す

る
勉
強
会
も
企

画
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

ト
ン
ボ
自
然
公
園 

ネ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト

研
究
会
員
募
集

問 

（
社
）ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
　

☎（
３
７
）４
１
１
０

平
成
24
年
6
月
号
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平
成
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年
6
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号
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く86

　

い
つ
か
必
ず
や
っ
て
来
る
と
い
う

南
海
地
震
の
津
波
の
高
さ
の
報
道
に

息
を
の
み
ま
し
た
。
黒
潮
町
の
周
辺

で
34
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
い
う
。

「
日
本
沈
没
で
は
な
い
か
」と
呻
く
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
っ
た
く

の
素
人
で
し
か
な
い
私
な
ど
は
、
他

人
の
言
を
た
だ
鵜
呑
み
に
し
て
う
ろ

う
ろ
す
る
だ
け
の
能
力
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。情
け
な
い
有
り
様
で
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

と
、
不
安
に
悩
む
私
に
一
大
ヒ
ン
ト

を
授
け
て
く
だ
さ
る
も
の
が
あ
る
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、自
分

の
身
近
な
歴
史
を
学
び
直
す
こ
と
で

し
た
。
歴
史
と
い
え
ば
教
科
書
に
出

て
く
る
日
本
史
・
世
界
史
も
大
切
に

は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
学

生
た
ち
に
ま
か
せ
て
お
く
こ
と
に
し
、

私
の
手
に
し
た
の
は
『
中
村
市
史
』

（
西
土
佐
村
史
、
大
方
町
史
な
ど
）
で

す
。

（
も
し
も
お
手
元
に
あ
る
な
ら
ば
開

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
た
ま
げ
る
程

厖
大
な
本
で
、
わ
が
家
で
は
長
い
こ

と
本
棚
の
隅
で
埃
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
し
た
）

　

中
村
市
史
は
正
・
続
二
巻
。正
編
は

昭
和
39
年
市
制
十
周
年
を
契
機
に
編

纂
に
着
手
、
昭
和
44
年
発
刊
と
当
時

の
長
谷
川
市
長
の
挨
拶
文
に
あ
り
ま

す
。全
1
２
０
６
頁
。続
編
は
市
制
30

周
年
記
念
に
、
２
年
数
ヶ
月
か
け
て

編
纂
、１
２
５
０
余
頁
。気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
歳
月
を
経
て
、先
人
た
ち

の
智
慧
と
知
識
、経
験
の
数
々
が
網

羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
て
を
一
気
に
読
み
通
す
こ
と

は
仲
々
で
す
の
で
、私
は
両
編
と
も

机
の
上
に
広
げ
っ
放
し
に
し
て
折

を
み
て
は
読
む
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

今
の
関
心
事
は
、市
民
た
ち
が
災

害
と
ど
う
闘
っ
て
き
た
か
と
い
う

こ
と
や
同
和
問
題
を
中
心
に
し
た

人
権
の
歴
史
で
す
。と
う
の
昔
に
知

っ
て
い
た
と
思
う
事
柄
で
も
改
め

て
読
む
と
全
く
新
し
い
出
来
事
と

し
て
胸
に
響
い
て
き
ま
す
。い
ま
の

私
の
最
大
の
愛
読
書
と
い
え
ま
す
。

　

中
村
は
大
昔
か
ら
、水
害
や
地
震
、

ま
た
大
火
事
な
ど
に
見
舞
わ
れ
た

街
の
よ
う
で
す
。い
ず
れ
の
災
害
も

わ
れ
わ
れ
の
暮
ら
し
を
根
こ
そ
ぎ

奪
い
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。そ
の
度

に
市
民
た
ち
は
く
じ
挫
け
ず
立
ち

上
が
り
、明
日
に
向
か
っ
て
生
き
て

来
ま
し
た
。数
々
の
失
敗
や
愚
か
な

間
違
い
も
し
て
き
た
よ
う
で
も
あ

り
ま
す
。
人
権
意
識
も
同
じ
で
す
。

非
の
打
ち
所
が
な
か
っ
た
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。失
敗
を
乗
り
越
え
て

き
た
か
ら
こ
そ
の
今
日
が
あ
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
、過
ち
を
繰
り
返
さ

な
い
や
り
方
を
市
史
か
ら
学
ぼ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
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お
祈
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し
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名

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福
本
 

繁
子

中
川
 

三
男

篠
田
 

岩
枝

尾
﨑
 

友
則

竹
葉
　
 
　

子 

室
津
 

昭
男

五
味
 

モ
ト
ヱ

谷
平
 

達
朗

山
下
　
 

觀
三
郎

冨
永
 

健
次

松
岡
 

晴
美

麻
田
 

菊
見

三
好
 

登
喜
子 

上
岡
 

壽
子

右
城
 

雄
三

有
友
 

健
一

和
田
 

友
照

市
川
 

利
久

　

松
 

郁
子

岡
本
 

爲
喜

川
西
 

淳
子

三
好
 

久
美
子

植
村
 

綾
子

中
山
 

昌
彦

田
村
 

春
子

布
 

信
雄

山
口
 

花
子

萩
　
 

一
鹿

山
﨑
 

信
重

鎌
田
 

真
一

宮
﨑
 

忠
雄

山
﨑
 

富
子

筒
井
 

サ
ヂ
ヱ

う
め

う
の

ぼ
う 

だ
い

ほ
こ
り

ら

も
う 

さ
ん

へ
ん

鳥



㈲夕部設備
㈲大同設備
㈲石井建設
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
溝渕設備
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
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（
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（

土
日
土
日
土
日
土
日
土
日
土
日
月

6月 9日
10日
16日
17日
23日
24日
30日

7月 1日
7日
8日
14日
15日
16日

☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（

人（
人（
人（
戸（

+29
+14
+15
+88

）
）
）
）

35,882
16,942
18,940
16,361

人
人
人
人

327
273
16
41

4

「広報四万十」7月号は7月4日(水)発送予定です「広報四万十」7月号は7月4日(水)発送予定です「広報四万十」7月号は7月4日(水)発送予定です

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義
を変更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 水　道　課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

小原外科胃腸科

市民病院

木俵病院

市民病院

中村病院

市民病院

さたけ小児科

）

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日

日

日

日

日

日

月

月

月

6

7

10

17

24

1

8

15

16

☎（ 3 5 ）0 1 0 8

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）1 2 1 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）3 1 7 7

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 7 ）2 2 5 5

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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■
敷
地
地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
取
材
し
ま
し
た
。子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
ル
ー
ル
も
簡
単
で
す
。健

康
・
体
力
を
維
持
、
増
進
さ
せ
る
こ
と

は
ど
の
世
代
に
お
い
て
も
共
通
の
目

標
。み
な
さ
ん
も
地
域
ぐ
る
み
で
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
　

（
安
仁
）

■
３
年
目
と
な
る
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
グ

ゲ
ー
ム
大
会
の
取
材
。今
年
は
２
日
間

に
分
か
れ
て
の
開
催
。２
日
目
は
時
折

強
い
雨
に
降
ら
れ
る
と
い
う
状
況
で

し
た
が
、そ
れ
を
も
の
と
も
し
な
い
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
演
技
に
見
と
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
写
真

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
誉
也
）

【問い合わせ・申込先】　四万十川ウルトラマラソン実行委員会事務局

（中村地域）
〒787-0008　四万十市安並4231　市民スポーツセンター内
0（３４）０６０５　FAX （３４）４８９４
E -m a i l :  s p o r t @ c i t y . s h i m a n t o . l g . j p

（西土佐地域）
〒787-1603　四万十市西土佐用井1101-5　西土佐ふれあいホール内
0（５２）１１１０　FAX （５２）１４４６
E -m a i l :  n - c u l t u r e @ c i t y . s h i m a n t o . l g . j p

10月21日（日
）

開　催！

第18回
【スタート】　100㎞の部　5時30分　市立蕨岡中学校前
　　　　　　 60㎞の部　10時 　　四万十町こいのぼり公園前
【参加定員】　2000人　　 100 ㎞の部:1500人　60 ㎞の部:500人

＜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集＞

　

全
国
か
ら
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
る
た
め
に
大
会

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。

　

１
０
０
㎞
も
の
長
い
道
の
り
を
走
破
す
る
に
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
が
絶
対
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。皆
さ
ん
の

力
で
、完
走
を
目
指
す
ラ
ン
ナ
ー
を
手
助
け
し
て
く
だ
さ

い
。ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期
　

間（
予
定
）

　

10
月
19
日（
金
）〜
21
日（
日
）

　

人
　

員（
予
定
）

　

中
村
地
域：

１
２
０
０
人

　

西
土
佐
地
域：

３
５
０
人

対
象
者

　

・
原
則
と
し
て
中
学
生
以
上

　

・
高
校
生
以
下
の
方
は
親
権
者
の
承
認
が
必
要

支
給
物
品（
予
定
）

　

・
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー

　

（
昨
年
ま
で
と
同
様
の
た
め
、お
持
ち
の
人
は
ご
遠
慮
く

　

 

だ
さ
い
）

　

・
ス
タ
ッ
フ
マ
ニ
ュ
ア
ル

申
込
期
日
　

６
月
29
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　

下
記
ま
で
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
お
申
し

　
　
　
　
　

込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

・
事
故
へ
の
対
応
は
、主
催
者
側
で
掛
け
る
保
険
の
範
囲

　

 

内
で
対
応
し
ま
す
。

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
に
つ
い
て
は
事
務
局
で
決
定

　

 

し
ま
す
。

　

・
場
所
や
時
間
に
つ
い
て
希
望
が
あ
れ
ば
お
伝
え
く
だ

　
 

さ
い
。な
る
べ
く
考
慮
し
ま
す
が
、希
望
に
添
え
な
い

　
 

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

・
昨
年
ご
協
力
い
た
だ
い
た
人
も
再
度
申
し
込
み
を
お

　

 
願
い
し
ま
す
。

　

・
10
月
初
旬
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

平
成
24
年
6
月
号
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